
辞 器  種 器 形 口径 clll 底径 clll 器高 ull 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 甕 底部 ヘラ削り 良好 5YR6/6
橙色

土師器 椀 後覇ミ7:|り
良好 10YR6/3

鈍い黄橙色

第55表 Hll号住居址出土遺物観察表

写154 Hll号住居址かまど (南から)

H12号住居址

遺構は調査区中央のやや北よりの西端D― え―

3グ リットに位置し住居址の西側は調査区外とな

る。 (調査区西側は、以前下水道工事が行われてお

り、遺構はすでに破壊されている)北側に流れる

湯り||と の距離は51mである。遺構は砂礫層に掘り

込まれており、床面までの覆土はかまどの覆土を

除き単層で、石を多量に含んだ砂混じりの黒褐色

土である。調査規模は南北2.62m、 東西2.88m、

深さ0。 38m(床面)を測り、平面形は隅丸方形と

思われる。壁は垂直気味に立ち上がる。床面は砂

礫質でやや堅さを持ち、ピットは確認できなかつ

た。かまどは北壁のほぼ中央に位置し、両袖の一

部及び火床が確認できた。袖は北壁から住居内に

に40cm入 り込み、芯材として石が利用され、これ

▲

調
査
区
域
外

d

5層  褐 色 土 層  (75YR 4/6)焼 土層。

6層 黒褐色土層  (10Y R 2/3) 砂粒、粘土、焼土粒を含む。

1層

2層

3層

4層

層

層

層

層

土

土

土

土

維

融

雌

雌

(10Y R 3/2) 砂粒、 1～ 3 cmの 小石、5～ 15cal大 の石を多量に含む。

(10Y R 3/2) 砂粒、焼土、1～ 3 an大の小石を含む。

(10Y R 3/3) 砂粒、 1～ 5 cln大 の小石を多量に含む。

(loY R 3/3) 砂粒、焼土を含む。

写155 HH号住居址掘方全景 (南から)
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第114図  H12号住居址実測図



を粘土混じりの暗褐色土で覆 うように構築さ

れていた。火床はほぼ円形に掘り込まれてお

り厚さ5 cmの焼土が堆積していた。住居址の

掘方は全体に8～ 12cm堀 り込まれ、ローム粒、

小石を多量に含む暗褐色土が含まれていた。

遺物は土師器の甕、高杯、須恵器の杯、長

頸壺、叩き石がテンバコ2分の 1箱出土して

いる。 1は土師器の甕でやや器厚が厚く、口

縁の形態が 「く」の字を呈し、外面にヘラ削

りを施す。 2は胴丸の甕で外面にヘラ削り、  写156 H12号住居址全景 (東から)

内面にヘラナデを施す。 3は土師器の甕の底部で、平らな底部からやや丸みをもちつつ上部へと

立ち上がり、外面にヘラ削り、内面にヘラナデを施す。 4は須恵器の長頸壺と思われ、頸部に横

方向の幾筋もの沈線、体部上面に縦方向の沈線を施す。また小破片のため図示し得なかったが底

部ヘラ削りの須恵器杯も出土している。本住居址は7C末～8C初頭と考えられる。

第H5図  H12号住居址出土遺物実測図
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番号 器  種 器 形 □径 cm 底径 cm 器高 cm 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 甕 口縁 横ナデ
外面 ヘラ削り

口縁70 良好 10YR8/4
浅黄橙色

2 土師器 甕 外面 ヘラ削り
内面 ヘラナデ

体部の
一部

良 5YR5/6
明赤褐色

3 土師器 甕 リ
デ

削
ナ

ラ

ラ
ヘ
ヘ

画
面

外
内

良好 5YR2/1
黒褐色

4 須恵器 長頸壷 外面 工具による沈線 良好 N3/0
暗灰色

釉付着

第56表  H12号住居址出上遺物観察表

H13号住居址

遺構は調査区中央のやや北よりの東端D一

あ-5グ リットに位置し、遺構の東側は調査

区外となる。北側に流れる湯川との距離は42

mである。調査規模は南北3.60m、 東西3.00

m、 深さ0.52m(床面)を測り、平面形は隅

丸方形と思われる。壁は垂直気味に立ち上が

り、やや しまりがある。床面は堅くほぼ平ら

である。ピットは床面上から3個確認できた。

このうち主柱穴はPl。 2と 思われる。東側

に存在すると思われる2個のピットは、住居

址東側が調査区外のため確認できなかつた。

かまどは北壁のほぼ中央に位置し、袖の一部

が残存 していた。袖は粘上で構築されている。

火床と思われる付近に焼土 。炭化物は確認で

きなかったが、掘方において火床と思われる

付近にほぼ円形の堀り込みが認められた。住

居址の掘方は4～ 8 cmの厚さで堀り込まれて

おり、褐色上が詰め込まれていた。また、か

まど付近から新たに 2個のピットが認められ

た。

ｍヽ

Ａ
一

調

査

区

域

外

A'

D

遺物は土師器の高杯、甕、 ミ ニ チ ュ ア 土 器  l櫂 暗褐色 土層 (Ю YR3/3) 砂粒、シルトプロックを含

な どビニール袋 1袋出土 してい るが、 どれ も :献 暑
'こ
■ 鱚 11羊 li`:|       

み、糧粒をわずかに含む。
砂粒シルトプロックを含 iむ。

砂主体。暗褐色土プロックを含む。

小破片のため図示できたのは 1点である。  4層
褐色土曜 (Ю YR4/4)

、                     
貼り床。砂主体。黒褐色上、2～ 5 cm大 の小石を

多く含む。

ニチュア土器は壺で底部周辺にヘラ削りを  5躍
灰黄褐色土履 (Ю YR4/2) 粘上層。黒褐色土プロックを含む。

′り屯  6層 赤 褐色 土層  (5YR4/6) 焼土層。しまりなし。

し、輸づみ痕が確認できる。高杯は破片から  第116図 H13号住居址実測図

Ｃ
一

Ｄ
一

６
軋
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内外面にミガキを施 し、脚部の裾が末広がりであることが うかがい知

ることができる。

出土遺物はわずかだが、ミニチュア土器の存在、内外面にミガキを

施 し、脚部が末広が りの高杯の存在などから本住居址は 5C代 と考え

られる。                           第H7図

01
H13号遺物実測図

写159 H13号住居址かまど掘方 (南から)     写160 H13号住居址掘方全景 (西から)

H14号住居址

遺構は調査区中央のやや北よりの東際付近C一 こ-4グ リットに位置し、北側に流れる湯川と

の距離は39mである。規模は南北3.28m、 東西3.30m、 深さ0.45m(床 面)を測る。遺構は砂層

に掘り込まれており、床面までの覆土はかまどの覆土を除き単層で、砂粒を多く含んだ黒褐色土

である。壁はやや外傾気味に立ち上がる。床面はやや堅さを持ち、ピットはコーナー付近に4個

確認できた。主柱穴と思われる。かまどは北壁中央のやや東よりに位置する。かまどは壁面から

やや外側に張り出し、かまど東壁には壁面を押さえるように扁平な石が押さえつけられていた。

火床はほぼ壁の延長線上に位置し、焼上の堆積が見られた。

遺物は土師器の甕、須恵器の不、甕、磨石がテンバコ3分の 1箱 出土している。 102は 須恵

器の杯で平らにヘラ削りされた底部から、やや開き気味に口縁へと立ち上がる。 3は須恵器の杯

番号 器  種 器 形 口径 clll 底径 clll 器高 cnl 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 ア

ニチュ燃
丸底 底部 ヘラ削り 良好 ん

色榔橙
輪積み痕

第57表 H13号住居址出土遺物観察表

写157 H13号住居址全景 (南から) 写158 H13号住居址かまど (南から)

写160 H13号住居址掘方全景 (西から)

-124-



Ｏ
Ｐ‐０

◎
″
　
　
　
◎
Ｐ３

だ
一

Ａ
一

一〇

Ｆ

一
Ｆ

一

錢

第118図  H14号住居址実測図

1層 黒褐色土層

2層 褐 色 土 層

3層 黒褐色土層

4層 黒掲色土層

5層 黒褐色土層

6層 暗赤褐色土層

7層 褐 色 土 層

8層 赤褐色 土層

(10Y R 2/3)

(10Y R 4/4)

(10Y R 3/2)

(10Y R 3/2)

(10Y R 2/3)

(5YR3/6)

(10Y R 4/6)

(5YR4/6)

ローム粒、ロームプロック、炭化物を含む。

貼り床。ローム主体。粘土粒を含む。しまりあり。

砂質。ローム粒、小石を含む。

焼土、炭化物、粘土プロックを含む。

焼土、炭化物、粘土プロックを含む。

焼土層。

ローム粒、炭化物を含む。

焼土層。

Ｅ
一

写161 H14号 住居址全景 (西から) 写162 H14号住居址かまど (南から)
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の底部で、ほぼ平らにヘラ削りされ

た広めの底部を持つ。 4・ 5は土師

器の甕で口縁はやや開き気味で、形

態は「く」の字を呈する。外面はヘ

ラ削りを施す。 6は土師器の甕で4

・ 5に比べやや口がせまい。日縁の

形態は「く」の字を呈し、外面には

ヘラ削りを施す。須恵器の甕は小破

片で表面に平行叩きを施す。

これら出土遺物の特徴から、本住

居址は8C中頃と考えられる。 写163 H14号住居址掘方全景 (西から)

第H9図  H14号住居址出土遺物実測図
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番号 器  種 器 形 口径 cm 底径 cm 器高 cm 調 整 残存率% 焼  成 色  調 備  考

1 須恵器 邦 農爺甲吻 太ζ削り
良好 10YR6/1

灰色
火だすき

2 須恵器 杯 農爺Rヮ乱ら横
ナデ 良好 Ａ

色
Ｙ６
灰

須恵器 不 底部・底部周辺 ヘラ削り 底部 良好 2.5Y6/1
黄灰色

土師器 甕 (24.0) 民絡貸すダデ 面
ヘラ削り 口縁周辺

一部
良好 7.5YR7/3

鈍い橙色

土師器 甕 民絡貸すァデ 面
ヘラ削り 口縁周辺

一部
良 10YR6/4

鈍い黄橙色

土師器 甕 口縁 横ナデ
外面 ヘラ削り

口縁周辺
一部

良好 10YR5/6
赤色

第58表 H14号住居址出土遺物観察表

H15号住居址

遺構は調査区中央の東際C一 こ-7グ リットに位置し、北側に流れる湯川との距離は46mであ

る。遺構は砂層に堀 り込まれており、床面までの覆土はかまどの覆土を除き3層である。 1層は

砂粒、炭化物を含む黒褐色上で、 2層 は地山の砂粒を多く含む褐色土、 3層 は黒褐色土である。

規模は南北4.44m、 東西4.40m、 深さ0.34m(床面)を測り、平面形は隅丸方形を呈する。壁は

やや外傾気味に立ち上がり、ややしまりがある。床は全体的にやや堅さをもち、中央付近にあさ

い窪みが存在する。ピットは 6個確認できた。このうち主柱穴はPl～ P4と 思われる。かまど

は東壁の南側に位置する。袖は東壁から住居内に120cm入 り込んでおり、芯材に石を利用し、し

ポ

第120図  H15号住居址実測図
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層

　

層

層

　

層

　

層
口1    =|

層

　

層

＝れ耐『制〉　＝ 6層 黒 褐 色 土 層  (10Y R 3/2)

7層 褐 色 土 層  (10Y R 4/6)

ローム粒、炭化物を含む。

ローム、小石 1～ 3 cm大 を

多 く含む。

ローム粒を含む。

ローム主体。黒褐色土を含む。

ローム主体。小石多 くパ ミ

スも含む。

ローム粒、 2～ 5 clll大 の小

石を含む。

焼土層。炭化物、粘土粒を

含む。

焼土、炭化物を含む。

ローム粒を含む。 しまりや

やあり。

黒 褐 色 土 層

褐 色 土 層

黒 褐 色 土 層

褐 色 土 層

暗 褐 色 土 層

(10Y R 3/2)

(10Y R 4/4)

(10Y R 2/3)

(10Y R 4/4)

(10Y R 3″/4)

暗 掲 色 土 層  (10Y R 3/3)

暗 褐 色 土 層  (10Y R 3/3)

まりのある暗褐色土に覆われていた。また東壁

の延長線上付近には扁平な大型の天丼石が認め

られた。火床は住居址東壁面のやや内側に位置

し、焼土の堆積が認められた。掘方は床面から

14～ 22cm堀 り込まれており褐色及び暗褐色土が

埋め込まれていた。

遺物は土師器の不、甕、須恵器の杯、甕、灰

釉陶器、鏡、磨石がテンバコ5分の 1箱出土し

ている。中でも鏡は、県内では初と思われ、全

国的には10例内外の報告がある奈良時代の花井

双蝶人花鏡で、今回一般的な住居址から出土し

ているのは注目すべき点である。出土土器のう

ち土師器の甕、須恵器の不、甕は小破片のみで、

今回図示し得たのは土師器杯を中心とした 9点

である。 102・ 3・ 4は土師器の杯で回転糸

切り後無調整の小型の底部からやや内湾気味に

立ち上がる。 50607・ 8は土師器の椀で内

面に放射状の暗文をもつ、特に 7の暗文は矢印

と花びら状の暗文が施されており、特徴的であ

る。 9は灰釉陶器である。住居址は奈良時代とされる鏡の出土が認められるが、出土土器の特徴

から9C後半～10C初頭と考えられる。鏡については伝世鏡と考えるのが妥当であろう。

10層 にぶい黄褐色土層 (10Y R 4/3)炭 化物、焼土粒を含む。

H層 褐 色 土 層  (10Y R 4/4) ローム主体。炭化物を含む。

12層 暗褐色土層 (10Y R 3/3)ロ ーム粒、炭化物を多く含
む。

第121図  H15号住居址かまど実測図

写164 H15号住居址全景 (北から)

写165 H15号住居址鏡出土状況
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H15号住居址出土遺物実測図第122図

写167 H15号住居址掘方全景 (北から)写166 H15号住居址かまど (西から)



番号 器  種 器 形 口径 cm 底径 cm 器高 cm 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 琢 内外面 ロクロ横ナデ
底部 回転糸切 り

良好 5YR6/6
橙色

土師器 不
農鮎面回転系易ぢ

ナデ 良好 5YR5/6
明赤褐色

土師器 郎 面外
部

内
底

ロクロ横ナデ
回転糸切 り

良好 5YR6/6
橙色

土師器 坪 農爺面回墨系易サ
ナデ 良好 7.5YR5/4

鈍い赤褐色

土師器 椀 内面 放射状の暗文
底部 高台張 り付け

良好 5YR7/6
橙色

暗文

須恵器 椀 農覇 警響絵9膊番 良好 5YR7/4
鈍い橙色

暗文

7 土師器 椀 農覇詈暑摯ザだ育膝
・花奮状の暗文 良好 7.5YR5/6

明赤褐色
暗文

土師器 椀 内面 黒色処理・放射状の暗文 良好 7.5YR7/4
鈍い橙色

暗文

灰釉陶器 皿 底部 高台張 り付け 良好 7.5YR7/2
明褐灰色

第59表  H15号住居址出土遺物観察表

H16号住居址

遺構は調査区中央付近の西際D一 え―

5グ リットに位置 し、北側に流れる湯り||

との距離は55mである。住居址西側は調

査区外 となる。 (調査区西側は、以前下水

道工事が行われてお り遺構はすでに破壊

されている。)遺構は砂礫層に堀 り込まれ

てお り、床面までの覆土は 2層確認でき

た。 1層は、砂 。石を多く含んだ黒褐色

土で、 2層 は砂を多 く含む暗褐色土であ

る。規模は調査規模で南北5.32m、 東西

2.44m、 深さ0.24m(床 面)を測る。平

面形は隅丸方形を呈すると思われる。壁

はやや外傾気味に立ち上がる。床面は砂

質でやや しまりがあり、床面上からは多

数の土器が出土 した。 ピットは 3個確認

できた。この うち主柱穴はP102と 思

われる。かまど、炉などの施設は認めら

れなかった。

遺物は住居址中央付近に集中して出土

してお り、土師器の広 口壺、高杯、甕な

1覆 黒褐色土層  (loY R 2/3)砂 粒、炭化物を含む。石3～ 6 clllを 多く含む。

2層 暗褐色上橿  (10Y R 3/3)砂 粒。しまりなし。

3層 褐 色 土 層  (loY R 4/6) 地山砂主体。小石 2～ 6 oll大 を多く含む。

9 7蠍 2響

第123図  H16号住居址実測図
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第124図  H16号住居址遺物出上位置図

写168 H16号住居址遺物出土状況
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蘊

第125図  H16号住居址出土遺物実測図
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どテンバ平 1箱出土している。 1～ 5は広口壺で、住居址からは破片を含め、多数認められた。

6・ 7は小型丸底壺で、 6は 7に比して胎土が荒く、内外面にきめ細かいハケロを施す。 7の表

面はヘラ削り、ミガキなどによりきめ細かく調整されている。 8は小型の壺で直径3.50cmと 小型

の底部をもち、口縁内外面にミガキ、外面にヘラ削りを施す。 9は甑で、底部は単口である。10

0Hは高杯で、10は 11に 比してやや小振りで、脚部には細かいヘラ削りを施す。Hは大きめの杯

部をもち、杯部内外面、脚部外面にミガキを施す。12は鉢で口縁の形態は「く」の字である。13

は甕でやや月同張りで、日縁の形態は「く」の字である。

本住居址は、これら出土遺物の特徴から5C後半と考えられる。

写169 H16号住居址全景 (東から)

鶴 器  種 器 形 口径 cln 底径 cln 器高cll 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 広口壺 丸底 究薔含昇禦
り 良好

朧 雹

2 土師器 広口壺 斌 外面 底部ヘラ削り 良好 7.5咄

土師器 広口壺 旭 衡悪含昇禦
り 良好 5YR5/6

明赤褐色 彙夢百剥

4 土師器 広口壺 旭 禽吾覇製多筆)ガ萬面ミガキ 良好 2.5YR5/6
明赤褐色

土師器 広口壺 旭 界信イ尺L鯛伊
ミ`ガキ師 ミガキ 良好 7.5YR7/6

橙色

土師器 /1ヽ 型 壺 畑 口縁内面 横ナデ・横ナデ
外面 ハケロ

良好 7.5YR5/4
鈍い褐色

土師器 小型壺 魃 尿醤鶴乱び
キ ロ縁内面ミガキ 良 2朧雹

土師器 小型壺 魃 昇醤甥 1ら覆首ガキ
良好 2.5YR6/6

橙色

土師器 甑 昇岳り]省
ケ民面ヘラナデ

良好 ・酬 色底部単口

土師器 高杯 リ
キ
デ

削
ガ
ナ

ラ

ミ
ュ
フ

ヘ
部
ヘ

部
裾
面

絋
翻

杯

脚

キ
削
キ

ガ
ラ
ガ

ミヽ
ヘ
ミ
ヽ

面
面
面

外
外
内

難 良好 5YR6/4
鈍い橙色

土師器 高不 キ
キ

ガ
ガ

面
面

外
内

瑠
倒謝衡吾良ダタデ

良好 5YR5/6
明赤褐色

土師器 鉢 徹騨 )子
ナデ 外面ハケロ 良好

朧 雀

土師器 甕 外面 ヘラ削り 良

瑯脚
第60表 H16号住居址出土遺物観察表

写170 H16号住居址掘方全景 (東から)
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写171 H16号住居址遺物出土状況        写172 ]

H17号住居址

遺構は調査区の北側 B一 え-5グ リットに位置 し、北側

夕
´
　

ラ

　

ン

(10Y R 3/3) ローム粒、炭化物を含む。

しまりなし。

(10Y R 4/4) ローム主体。黒褐色土を多

く含む。しまりややあり。

写172 H16号住居址遺物出土状況

|:III::]:i[II[|ま嘗鷺[みit[見サ1[li[] 0カ
床面までの覆土は単層で、砂礫混じりの単層である。調査

規模は南北3.20m、 東西2.4m、 深さ0.45m(床 面)であ △

る。壁はやや外傾気味に立ち上がり、周囲が砂層のため崩

れやすい状態である。床面は砂質でややしまりがある。ピ

ットは 1個確認できたが、主柱穴であるかは不明である。
A

かまどなどの施設は認められなかった。住居の掘方は床面 ~

から約 8 cmほ ど堀 り込まれ、砂質の褐色土が埋め込まれて

いた。 1層 暗褐色土層

遺物は、土師器の不、甕、須恵器の杯、砥石などテンバ 2層 褐色土層

コに5分の 1箱 出土している。図示できたのは 3点である。

1は土師器の甕で口縁の形態は「く」の字を呈し、外面に 第126図 H17号住居址実測図

ヘラ削りを施す。 203は土師器の杯で、回

転糸切 りされた平らな底部からやや内湾気味

にたちあがる。 3の 内面は黒色処理後放射状

(十字)の暗文を施 し、 2は内面にミガキを

施す。

これら出土遺物の特徴から、本住居址は9

C中頃と考えられる。

写173 H17号住居址全景 (南東から)
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写174 H17号 住居址遺物

第127図  H17号住居址出土遺物実測図

第61表 H17号住居址出土遺物観察表

H18号住居址

遺構は調査区のほぼ中央 F― え-1グ リッ

トに位置 し、北側 と西側は調査区外 となる。

北側に流れる湯川 とはややはなれ、距離は87

mである。住居は砂層に堀 り込まれてお り、

床面までの覆土は 2層確認できた。 ともに暗

褐色土である。規模は調査規模で南北3.84m、

東西4。 44m、 深 さ0.64m(床面)を測る。壁

はやや外傾 し、途中にテラスを持つ。床面は

堅くしまっているが、ピットは認められなか

った。かまどなどの施設は確認できなかつた。

住居の掘方は40cmと 深 く掘 りこまれてお り、

暗褐色、褐色土などが埋め込まれていた。

遺物は須恵器の杯、蓋、甕、土師器の甕、

羽釜、砥石、磨石などテンバコに 1箱 出土し

た。 1、 2は須恵器の杯で底部回転糸切 り後

やや開き気味に立ち上が り口縁部に至る。 3、

番号 器  種 器 形 口径 cnl 底径cm 器高 cnl 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 甕 外面 ヘラ削り 口縁100 良好 5YR6/6
橙色

混入遺物

土師器 郊 6.2 底部 回転糸切 り
内面 ミガキ

良好 10YR5/6
赤色

土師器 不 外面 横ナデ 底部 回転糸切 り
内面 黒色処理・十字状の暗文

良好 5YR6/6
橙色

暗文

写175 H18号住居址全景 (南から)

写176 H18号住居址掘方全景 (南から)
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都

参

戚̀

夕`

1層 暗褐色土曜  (10Y R 3/3)

2層 暗褐色 土層  (10Y R 3/3)

3層 暗褐色土層  (10Y R 3/3)

4層  灰黄褐色土艤  (10Y R 2/4)

5層  暗褐色土層  (10Y R 3/3)
6層  褐 色 土 層  (10Y R 4/6)

白色粒、パミス、粘土粒を含む。し

まりあり。

ロニム粒、パミス、炭化物を含む。

しまりややあり。

貼り床。ローム粒、炭化物、粘土粒

を合む。しまりあり。

ロームプロックを多く含み、炭化物

を含む。

ローム粒、炭化物を多く含む。

ローム主体。黒褐色上を含む。しま

りなし。

第128図  H18号住居址実測図

第 129図  H18号住居址出土遺物

7

実測図
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4.5は高台付杯で広めの底部に高台が取り付けられ、やや立ち気味に口縁部に至る。 5はやや

深みの体部をもつ。 6はやや小型の須恵器の蓋である。 7は広口の須恵器甕である。 8は土師器

の甕で口縁付近の形態がやや 「コ」の字状を呈する。これら出土遺物の特徴から、本住居址は8

C中頃と考えられる。

鶴 器  種 器 形 口径 clll 底径 clll 器高 cll 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 須恵器 杯 (13.6) 農爺Ъ墨系易替
ナデ 良好 7.5Y7/1

灰白色
火だすき

2 須恵器 不 農爺Ъ墨系易跡
ナデ 良好 7.5Y6/1

灰色
火だすき

3 須恵器 高台付椰 (13.6) 農熱電
=姦

5博存
デ 良好 5YR4/1

灰色

4 須恵器 高台付不 (12.0) 農爺L=姦 8博

`デ

良好 7.5YR4/1
灰色

5 須恵器 高台付椰 (15.6) 農爺冬
=姦

;博み
デ 良好 年9爾龍 自然釉

須恵器 蓋 外面 ヘラ削り 良好 7.5YR5/1
灰色

7 須恵器 甕 (16.2) 外面 横ナデ 口縁 30 良好 Ｍ廂 実再すき

土師器 甕 (20.8) 昇醤貸す断り
口縁 35 良好 10猟

雹

第62表 H18号住居址出土遺物観察表

H19号住居址

遺構は調査区中央のやや南の東端 E一 け-2グ リットに位置し、湯川との距離は81mである。

遺構は砂層に堀 り込まれており、床面までの覆土は 2層である。 1層が砂粒、炭化物を含む黒褐

色土で、2層は砂粒、地山の砂質土を多く含む暗褐色上である。規模は南北3.76m、 東西4。 24m、

深さ0。 38m(床 面)を測 り、平面形は隅丸方形で、南壁に一部張り出しをもつ。壁はやや外傾気

味に立ち上がる。床面は堅く閉まり、かまど付近を除き、全体に 5～ 8 cmの厚さで貼 り床されて

いた。壁際には周溝が巡らされている。ピットは 5個確認できた。このうち主柱穴はPl～ P4

である。かまどは北壁中央に構築されてい

る。両袖は比較的残存状態が良く北壁から

住居内に45cm入 り込んでいる。火床は壁の

直線上からやや内側に存在しており、焼土

の堆積が認められ軽石製の支脚が 2本横位

に配置されていた。

遺物は土師器の杯、甕、須恵器の坪、甕

がテンバコに5分の 1箱出土している。図

示できたのは4点である。 1、 2は須恵器

の杯で平らにヘラ削りされた底部からややひらきぎみに立ち上がり口縁部に至る。 3は広口の須

恵器の甕で外面にたたきを施す。 4は土師器の甕で口縁の形態が「く」の字を呈し、外面にヘラ

写177 H19号住居址全景 (南から)
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削り、内面にヘラナデを施す。

これら出土遺物の特徴から、本住居址は8C中頃と考えられる。

ol餞 |

FI~01

1層 黒褐色土層  (loY R 2/3)
2層  暗褐色土層  (loY R 3/4)
3層 褐 色 土 層  (loY R 4/4)
4層 黒褐色土層  (loY R 2/3)
5層 暗褐色土層  (10Y R 3/3)
6層 黒褐色土層  (loY R 2/3)
7層  黒褐色土櫂  (loY R 2/3)
8履 暗褐色土層  (10Y R 3/4)
9層 赤褐色土層  (5YR4/6)
10層  暗褐色土層  (10Y R 3/4)
H層  灰褐色土層  (5YR4/2)

砂粒、炭化物を含む。

砂粒シルトプロックを多く含む。

貼り床。砂主体。しまりなし。小石含む。

粘土プロック、炭化物を含む。

砂粒、粘土プロックを含む。

粘土粒、炭化物を少量含む。

粘土粒、炭化物を含む。

粘土粒、砂粒、焼上、炭化物を含む。

焼土層。

黒褐色土多く含む。粘土プロックを含む。

粘土層。黒褐色土多く含む。

第130図  H19号住居址実測図
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番号 器  種 器 形 口径 cnl 底径 cnl 器高 cnl 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 須恵器 杯 (14.6) 外面 ロクロ横ナデ
底部 ヘラ削り

良好 2.5Y7/2
灰黄色

2 須恵器 不 (14.4) 内外面 ロクロ横ナデ
底部 ヘラ削り

良好 10YR6/1
灰色

3 須恵器 甕 (30.2) 外面 ロロき 口縁～体
部の一部

良好 ん
色

Ｎ４
灰

4 土師器 甕 (5.0) 繊悪食ζ禦拿
良好 2.5YR6/6

橙色

第63表 H19号住居址出土遺物観察表

第131図  H19号住居址出土遺物実測図

写178 H19号住居址かまど (南から)       写179 H19号住居址掘方 (南から)

H20号住居址

遺構は調査区中央の南よりE― こ-3グ リットに位置しH19に 切られる。北側に流れている湯

川との距離は85mである。住居は砂層に掘り込まれており、床面までの覆土はかまどの覆土を除

き 2層である。 1層は砂粒を含む黒褐色土でしまりがある。 2層 は砂粒を多く含む暗褐色土であ

る。規模は南北2。 96m、 東西2.76m、 深さ0。 36m(床面)を測り、平面形は隅丸方形である。壁

面は外傾気味に立ち上がる。床は堅く3～ 6 cmの厚さで貼り床されており、床面中央付近には多

数の石が散在 していた。ピットは確認できなかつた。かまどは北壁の中央からやや東によつた位

写179 H19号住居址掘方 (南から)
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置に構築され、かまどの袖の芯材 と思われる石

が左右に埋め込まれていた。さらにその石の手

前には炊口部の天丼石として使用されたと思わ

れる長方形の扁平石が横たわっていた。火床は

壁の直線上よりやや内側に位置 し、焼土の堆積

が認められた。住居の掘方は、ほぼ床面全体に

掘 り込まれてお り、地山の褐色土が主体 として

埋め込まれていた。

遺物は土師器の甕片などが僅かに出土した。

1は土師器の甕の底部で内面にヘラナデを施す。

本住居址は 8C中頃と考えられる。

Ａ
一

1層 黒褐色土層  (10Y R 2/3)

2層  暗褐色土層  (10Y R 3/4)

3層  暗褐色土層  (10Y R 3/4)

4層 褐 色 土 層  (10Y R 4/6)

5層  暗褐色土層  (10Y R 3/4)

6層  暗褐色土層  (10Y R 3/3)

ローム粒、ロームプロックを含む。しまりやや

あり。

ローム粒、ロームプロックを多く含む。しまり

ややあり。

貼 り床。しまりあり。

ローム主体。黒褐色プロックを含む。しまりや

やあり。

ローム粒を含む。

ロームプロックを含む。しまりなし。

hl

g

∩|

一∩

∩
|

Ｃ
一

1

第 133図  H20号住居址出土遺物実測図 第132図  H20号住居址実測図

辞 器  種 器 形 口径 clll 底径 clll 器高 clll 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 甕 内面 ヘラナデ 底部90 良 7.馬

「程色

第64表 H20号住居址出土遺物観察表

写180 H20号住居址全景 (西から) 写181 H20号住居址かまど (南から)



(南西から)写182 H20号住居址かまど (南西から)      写183 H20号住居址かまど硼万 t南 からリ

H21号住居址

遺構は調査区南よりの西端 F―い-3グ リットに位置し、北側に流れる湯り||と の距離は91mで

ある。遺構は砂層に掘り込まれており、床面までの覆土はかまどの覆土を除き5層である。 1層

は炭化物、焼土を含む黒褐色土で、 2層は焼土、地山の砂質土を含む暗褐色土である。 3層 は床

面の直上で粘土、焼土を多く含む黒褐色上である。 4層 は壁際の土層で暗褐色土である。 5層 は

かまど付近にあたり、粘土粒を多く含む黒褐色土である。規模は南北4.04m、 東西4.32m、 深さ

0.64m(床 面)を測 り、平面形は隅丸方形である。壁は垂直気味に立ち上がり壁面はしまりがあ

り安定している。床は堅くしまり全体的に貼り床されている。ビットは大小 6個のビットが確認

できた。このうちPl～ P4が主柱穴と思われる。P5、 6は位置的に出入り口に関係するビッ

トの可能性がある。かまどは北壁の中央に構築されている。左右の袖は北壁から住居内に50cm入

り込んでおり、粘土で構築されている。火床は壁の直線上から内側に位置し、ほぼ完形の甕が出

土しており、土器の直下には支脚が認められた。煙道は火床からほぼ垂直的に立ち上がり北壁の

わずか外側に立ち上がる。掘方は全体的に5～ 8 cm掘 り込まれており、そこには炭化物、焼土を

含んだ褐色土が埋め込まれていた。また Pl、 P2、 P3か ら壁に向かつて溝状の掘り込みが認

められた。住居内に問仕切 りが存在 した可能

性が考えられる。遺物は土師器の不、甕、甑、

磨石、鉄製品などがテンバコ4分の 1箱 出土

している。 1、 2、 3は土師器の坪で、丸底

の底部から口縁部へと立ち上が り途中明瞭な

稜を持つ。また 2の 口辺部には「<」 状の調

整痕 らしき跡が認められる。 4は甑の底部で

多 口式である。 5、 6は土師器の甕で土器の

最大径が口縁部にあ り、長胴の外面にはヘラ

写183 H20号住居址かまど掘方 (南から)

写184 H21号住居址全景 (東から)
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削りが施される。これら出土遺物の特徴から、本住居址は7C前半と考えられる。

一〇一〇

層

　

層

０

Ｆ

一
Ｅ
一

01      °
|

E  F

巫 淵

~~

黒 褐 色 土 層  (10Y R 2/3)

暗 褐 色 土 層  (10Y R 3/3)

砂粒、炭化物、焼土を少量含む。

砂粒シルトプロックを多く含み、焼土

を少量含む。

砂粒、粘土、焼土を少量含む。

砂粒シルトプロックを多く含む。

柱痕。しまりなし。砂粒含む。

貼り床6炭化物、焼土を含む。

砂粒、粘土粒を多く含む。

粘土粒、粘土プロックを多く含み、

焼土を含む。

黒褐色土プロック、ローム粒を含む。

焼土層。粘土粒を含む。

粘土層。焼上を含む。

焼土層。

3層 黒 褐 色 土 層

4層 暗 褐 色 土 層

5層 黒 褐 色 土 層

6層 褐 色 土 層

7層  黒 褐 色 土 層

8層 灰黄褐色土層

9層 暗 褐 色 土 層

Ю層 明赤褐色土層

‖層 灰黄褐色土層

12層 赤 褐 色 土 層

(10Y R 2//3)

(10Y R 3/4)

(10Y R 2/3)

(10Y R 4/4)

(10Y R 3/1)

(10Y R 4/2)

(10Y R 3/4)

(5YR5/6)

(10Y R 4//2)

(5YR4/6)

No.5

第134図  H21号住居址実測図
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第135図 H21号住居址出土遺物実測図

器 器  種 器 形 口径 clll 底径 cDl 器高cln 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 杯 斌 昌離貸す罰り
良好 2.5YR3/2

暗褐色

土師器 琢 (13.6) 斌 晨繋貸す罰ら
「<」 状文様 良好 5Y4/1

灰色

土師器 杯 加 晨繋貸す断り
良好 5穐

雹
土師器 甑 外面 ヘラ削り 底部50 良 7.5YR6/4

鈍い橙色
多口式

土師器 甕 嬌貸す罰り
良 7.5YR6/6

鈍い褐色

土師器 甕 口縁 横ナデ
外面 ヘラ削り

口縁50 良好 7.5YR6/6
橙色

第65表  H21号住居址出土遺物観察表

写186 H21号住居址かまど (東から) 写187 H21号住居址掘方全景 (南から)



H22号住居址

遺構は調査区南側の東際E― こ-7に位置し、H30を切る。北側に流れる湯川との距離は95m

である。遺構は砂層に掘り込まれており、床面までの覆土はかまどの覆土を除き、 7層 である。

このうち 1、 2層 が覆土の大半を占め、 1層は砂粒、炭化物を含む黒褐色土である。 2層 はシル

ト粒、シル トブロック、粘土を含む暗褐色土である。規模は南北5.52m、 東西4.96m、 深さ0。 40

Ｃ
一

1層

2層

3層

4層

5層

6層

7層

8層

黒 褐 色 土 層  (10Y R 2/3)
暗 褐 色 土 層  (10Y R 3/3)

ムプロック、粘土粒を含む。

暗 褐 色 土 層  (loY R 3/3)
含む。

暗 褐 色 土 層  (loY R 3/4)
を多 く含む。

暗 褐 色 土 層  (loY R 3/4)
炭化物、粘土粒 を含む。

にぶい黄褐色土層  (loY R 4/′ 3)

暗 褐 色 土 層  (10Y R 3/3)
しまりややあり。

黒褐色土層  (loY R 2/3)
なし。

黒褐色土層  (loY R 2/2)
しまりなし。

暗褐色土層  (loY R 3/3)
あり。

砂粒、炭化物を含む。

砂粒、炭化物、ロー

砂粒、炭化物を多 く

砂粒 シル トプロック

砂粒 シル トプロック、

貼 り床。

粘土粒、砂粒 を含む。

砂粒 を含む。 しまり

柱痕。砂粒 を含む。

砂粒 を含む。 しまり

層

　

層

９

　

　

１０

Ｄ
一

9   7FfttT   2p

第 136図  H22号住居址実測図
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襲④

H層 暗褐色土層

12層  灰黄褐色土層

13層 赤褐色土層

14層 暗 掲色土層

15層  灰責褐色土層

16層 黒褐色 土層

17層 黒 褐色土層

01

(10Y R 3/4)砂 粒、粘土プロックを多く含み焼土を含む。

(10Y R 4/2)焼 土、粘土プロックを多量に含む。

(5YR4/6)焼 土層。

(10Y R 3/4)粘 土粒、黒褐色土を含む。

(10Y R 4/2)粘 土、黒褐色土プロックを含む。しまりあり。

(10Y R 2/3)炭 化物、砂粒を含む。

(10Y R 2/3) 炭化物、砂粒、粘土粒、粘土プロックを含む。

第137図  H22号住居址かまど実測図

m(床面)を測り、平面形は隅丸方形である。壁はやや外傾気味に立ち上がる。床面は全体的に

堅くしまりがあり、 5～ 8 cmの厚さで張り床されている。ピットは5個確認できた。このうち主

柱穴はPl～ P4と 思われる。かまどは北壁中央に構築されている。左右の袖は北壁から住居内

に60cm入 り込んでおり、粘土で構築されている。火床は両袖に挟まれる位置にあり、焼土の堆積

が認められた。煙道は火床からやや外傾気味に立ち上がり、北壁のわずか外側に立ち上がる。ま

た、張り床の直下からは、かまどの西及び南東コーナー付近に深さ20～30cmの 掘り込みが認めら

れた。

遺物は土師器の杯、甕、須恵器の杯、蓋、甕などテンバコ2分の 1箱出土している。 1は土師

器の杯で、ヘラ削りされた底部からやや湾曲気味に立ち上がり口縁部に至る。 2は灰釉陶器の底

部周辺で、外面に灰釉が付着している。 3は須恵器の蓋で、外面上部付近にヘラ削りを施す。 4

は須恵器の甕の口縁部である。 5、 6、 7、 8は土師器の甕で外面にヘラ削りを施 し、体部と口

縁の間に明瞭な稜をもつ。 9は須恵器の甕底部周辺で、体部下部にヘラ削りを施す。

これら出土遺物の特徴から、本住居址は8C末～ 9C初頭と考えられる。

写189 H22号住居址かまど (南西から)

45--1

(南西から)写188 H22号住居址全景



第138図  H22号住居址出土遺物実測図

番号 器  種 器 形 口径 cm 底径 cm 器高 cm 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 杯 (13.0) 外面 ロクロ横ナデ 内面 黒色処理
底部 ヘラ削り

良好 5Y7/6
橙色

灰釉陶器 高台付杯 底部 高台張り付け 底部30 良好 7.5Y7/1
灰白色 暑然釉付

須恵器 蓋 (14.8) 外面 ロクロ横ナデ・ヘラ削リ
つまみ張り付け

良好 ん
色

Ｎ４
灰

火だすき

須恵器 甕 (27.3) 口縁 横ナデ 口縁 20 良好 10YR4/1
灰色

土師器 甕 (27.0) 縁
面

日
外

デ
洵
副

ナ
ラ

横

ヘ

El縁40 良好 10YR8/4
浅黄橙色

土師器 甕 (15,0) 民醤貸す断り 面
ヘラ削り 口縁 20 良 7.5YR5/4

鈍い褐色

土師器 甕 (21.4) 民絡貸すダデ
口縁20 良好 2.5YR5/6

明赤褐色

土師器 甕 (14.8) 口縁 横ナデ 外面 ヘラ削り
内面 ヘラナデ

口縁35 良好 10YR5/6
赤色

須恵器 甕 (16.6) 外面 ヘラ肖1り 底部付近
の一部

良好 2.5Y5/1
黄灰色

第66表 H22号住居址出土遺物観察表
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写190 H22号 住居址掘方全景 (南 から) 写191 H22号 住居址かまど掘方 (南 から)

H23号住居址

遺構は調査区の南側 F一 い-7グ リットに位置 し、 H24、 25、 27を 切る。北側に流れる湯川 と

の距離は77mである。遺構は砂層に掘 り込まれてお り、床面下では、かなりの砂礫を含む。規模

は南北4.12m、 東西4.36m、 深さ0.66m(床 面)を測 り、平面形は隅丸方形である。床面は堅く

貼 り床 されてお り周囲には周溝が巡らされていた。 ピットは 7個確認できたが、位置的に主柱穴

かは不明である。かまどは北壁中央に構築されてお り、扁平な石を多用 し構築されていた。袖部

は石が埋め込まれてお り、基部は粘土で固められていた。天丼石は長方形の扁平な石で、火床の

前後を覆 うように両袖の石に架かっていた。また、かまどの天丼部には一部天丼石の存在 しない

部分があり、その直下にはほぼ完形の甕が横たわってお り、焼土の堆積が見られた。この隙間が

土器を火にかけた場所であつたと考えられる。

遺物は土師器の杯、甕、須恵器の杯、甕などテンバコに 3分の 2箱出土 している。 1、 2、 3、

4は須恵器の杯で回転糸切 りされた底部からやや開き気味に立ち上が り口縁部に至る。 2の底部

には高台張 り付け痕が認められる。 5は盤状杯である。 7, 8は土師器の甕で外面にヘラ削 りを

施 し、土器の最大径が肩部にある。

これ ら出土遺物の特徴から、本住居址は 9C前半と考えられる。

写193 H23号 住居址全景 (南から)H23号住居址周辺全景 (南東から)
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第139図  H23号住居址出土遺物実測図

番号 器  種 器 形 口径 cm 底径 cnl 器高 cm 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 須恵器 杯 (13.8) 懲覇昌姦累携ぢ
デ 良好 10YR5/1

灰色
火だすき

須恵器 高台付不 (12.8) 懲覇詈各黒替寿τ痕あり
良好 ん

色
Ｎ４
灰

須恵器 杯 (12.0) 後覇昌姦累携ぢ
デ 良好 10馳 火だすき

須恵器 杯 (13.0) 懲覇昌姦累騎ぢ
デ 口縁30 良好 7.5Y5/1

灰色
火だすき

須恵器 高台付杯 (17.0) (13.8) 懲蘇詈各黒嘗存τ
良好 5Y6/1

灰色

土師器 聾 (11.6) 口縁 横ナデ
外面 ヘラ削り

El縁 25 良好 品朧 色
土師器 甕 (19.6) 民経貸すヂデ 面

ヘラ削り 口纏85 良好 5YR6/6
橙色

須恵器 甕 (19.8) 異警貸す断り
良好 7.5YR6/4

鈍い橙色

第67表 H23号住居址出土遺物観察表
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層

　

　

層

　

　

履

暗褐色土滲  (10Y R 3/3) 砂粒シルトプロックを多

置に含み、石2～ 5 clll大 を含む。

褐 色 土 燿  (10Y R 4/4)砂 質。石 2～ 10cnl大 を多

量に含む。

黒褐色土層  (10Y R 2/3) 石5～ 10cnl大 を多く含む。

第140図  H23号・H25号住居址実測図
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写194 H23号住居址かまど (南から) 写195 H23号住居址掘方全景 (南から)

H24号住居址

遺構は調査区南側 F― い-7グ リットに位置 し、H23に切 られ、H25、 26、 27を 切る。遺構は

砂層に掘 り込まれている。規模は南北4.72m、 東西4。 36m、 深さ0。 36mを測 り、平面形は隅丸方

形を呈 したと思われる。床面の大半はH23号住居址によつて破壊されているが、残存部分には貼

り床の一部が残つていた。本住居址のものと思われるピットの確認はできなかつた。かまどは北

壁の中央に構築されているが、そのほとんどは破壊 されてお り、火床に焼土が僅かに認められた。

遺物は、土師器の甕、須恵器の杯、蓋などが出土した。図示できたのは 4点である。 1は須恵

器の杯で底部及びその周辺部にヘラ削 りを施 し、体部中央付近にヘラ記号を施す。 2は須恵器の

高台付杯で、張 りつけされた高台付近か ら立ち上がり、やや外傾 し直線的に口縁部に至る。器形

は深みのある形状である。 3・ 4は須恵器の蓋で、 3はやや大型の蓋で宝珠形のつまみを持つ。

4は 3に比 してやや小ぶ りの蓋である。本住居址は 8C中頃と考えられる。

写196 H24号住居址全景 (南 から)



第141図  H24号住居址遺構・遺物実測図

辞 器  種 器 形 口径 clll 底径 cln 器高 cll 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 須恵器 不 懲覇.%仄人す削今面
ヘラ記号 良好 Ａ

色
Ｙ６
灰

須恵器 高台付杯 農爺唱署条;博多
デ 良好 2.5Y6/1

黄灰色

須恵器 蓋 電T紺 デ 良好 7.5YR5/1
褐灰色

須恵器 蓋 電画甜
デ 良好 10YR5/1

褐灰色

第68表 H24号住居址出土遺物観察表

H25号住居址

遺構は調査区の南 F一 う-6グ リットに位

置 し、H23・ 24に切 られる。遺構は砂層に掘

り込まれている。規模は東西4.56m、 深さ0。

40mを測 り、平面形は調査状況から隅丸方形

を呈 したと思われる。床面は地山の石が露出

し、凹凸が激 しい状態である。 ピットは確認 写197 H25号住居址全景 (南から)
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できなかった。

遺物は、土師器の甕などテンバコ6分の 1箱出土している。図示できたのは 3点である。 1は

土師器の甕で外面にヘラ肖1り 、内面にヘラナデを施し、体部と口縁の境に明瞭な稜をもつ。 2は

土師器の甕で、ほぼ平坦な底部からやや湾曲気味に立ち上がる体部を持つ。 3は須恵器の甕で、

日が広く外面にたたきを施す。

これら出土遺物の特徴から、本住居址は8C前半と考えられる。

第142図  H25号住居址出土遺物実測図

番号 器  種 器 形 口径m 底径 cm 器高 cln 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 甕 18.2 口縁 ロクロ横ナデ
外面 ヘラ削り 内面 ヘラナデ

口嬌詑0 良好 7.5YR7/1
橙色

2 土師器 甕 繊悪R3響挙 底部50 良 7.5YR6/6
橙色

3 須恵器 甕 外面 口「 き
内面 指圧痕

良好 ん
色

Ｎ４
灰

第69表 H25号住居址出土遺物観察表
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H26号住居址

遺構は調査区南側 F一 う-6グ リットに位置し、H24に切 られる。住居址西側は調査区外とな

る。 (調査区西側は、以前下水道工事が行われており、遺構はすでに破壊されている。)遺構は砂

層に掘り込まれており、床面までの覆土はかまどの覆土を除き5層である。このうち 1層が覆土

の大半を占め、砂粒、粘土粒、炭化物を含む黒褐色土である。規模は調査規模で南北4.88、 東西

4.76、 深さ0.56mを 測り、平面形は北東コーナーの状況から方形と思われる。壁は僅かに外傾 し

立ち上がる。床面は全体的に堅く3～ 5 cmの厚さで貼り床されていた。ピットは 3個確認でき、

Pl、 P2が住居址東側の主柱穴と思われる。かまどは、東壁の規模から北壁のほぼ中央に位置

すると考えられる。かまどは粘土を多用し構築されており、両袖、煙道付近に顕著に認められた。

袖は北壁から内側に入 り込んでいる。火床は両袖に挟まれるように北壁の内側に位置し、焼土の

堆積が見られた。住居址の掘方は床面から約20cm内外掘り込まれており、貼り床直下には地山の

黄褐色ブロックを多く含んだ暗褐色土が埋め込まれていた。

黒褐色土層  (10Y R 2/3)
砂粒、粘土粒、炭化物を含む。

褐 色 土 層 (10Y R 4/4)
砂を多く含み、粘上、炭化物を含む。

黒褐色上層  (10Y R 2/3)
砂粒、粘土を多く含み、炭化物を含

む。

暗褐色土層  (10Y R 3/3)
砂粒、粘土を多く合み、炭化物を含

む。

黒褐色土層  (loY R 2/3)
砂粒、粘土を多く含み、炭化物を含

む。

暗掲色土層  (loY R 3/3)
貼り床。粘土粒、粘上プロック、焼

土、炭化物を多置に含む。

暗褐色土層  (10Y R 3/4)
砂粒シルトプロックを多置に含む。

黒褐色土層  (10Y R 2/3)
砂粒シルトプロック、炭化物を含む。

褐 色 土 罐 (10Y R 4/4)
砂主体。黒褐色土プロック2～ 10clll

大を多く含む。

1層

2層

3層

4層

5層

6層

7層

8層

9層

調
査
区
域
外

第143図  H26号住居址実測図



褐 色 土 層 (7.5Y R4/3)

粘土種。炭化物、ローム粒を含む。

暗褐色土層  (loY R 3/4)

粘上、炭化物を多量に含む。

褐 色 土 暦 (loY R 4/4)

粘土粒、炭化物を含む。

にぶい黄掲色土層  (loY R 5/3)

粘土層。しまりあり。

黒褐色土層  (loY R 3/2)

粘土プロック、砂粒、炭化物を含む。

褐 色 土 機 (loY R 4/4)

砂主体。粘土プロックを含む。

赤褐色 土層  (5YR4/6)
焼土屠。しまりなし。

13層

ωl

676.5CIClm

O (1:80)2p

第144図  H26号住居址かまど実浪1図

遺物は土師器の不、甕、須恵器の杯、甕、蓋などテンバコに 1箱出土している。 1～ 8は須恵

器の杯で、底部ヘラ削りを施されたものと高台張り付けのものが存在する。 9～ 11は須恵器の蓋

で外面上部にヘラ肖Jり を施す。12～ 17は須恵器の甕で外面にたたきを施す。

これら出土遺物の特徴から、本住居址は8C中頃と考えられる。

第145図  H26号住居址出土遺物実演1図 (1)
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第 146図  H26号住居址出土遺物実浪1図 (2)
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第147図  H26号住居址出土遺物実測図 (3) 写198 H26号住居址

写199 H26号住居址掘方 写200 H26号かまど 写201 H26号遺物

番号 器  種 器 形 口径 cn 底径 cnl 器高 all 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 須恵器 高台付邦 内外面 ロクロ横ナデ
底部 高台張り付け

良好 N3/0
暗灰色

自然釉付
着

2 須恵器 邦 内外面 ロクロ横ナデ
底部・底部周辺 ヘラ削り

良好 2.5GY5/1
オーリブ灰

火だすき

3 須恵器 不 内外面 ロクロ横ナデ
底部・底部周辺 ヘラ削り

良好 2.5GY5/1
オリープ灰

火だすき

4 須恵器 高台付郊 内外面 ロクロ横ナデ
底部 高台張り付け

良好 ん
色

Ｎ５
灰

火だすき

5 須恵器 邦 内外面 ロクロ横ナデ
底部 回転糸切 り

良好 10YR6/1
灰色

火だすき

6 須恵器 高台付不 (13.2) 内外面 ロクロ横ナデ
底部 高台張り付け

良好 た
色

Ｙ５
灰

7 須恵器 不 (14.8) 内外面 ロクロ横ナデ
底部。底部周辺 ヘラ削り

良 2.5Y6/2
灰黄色

8 須恵器 邦 (12.0) 内外面 ロクロ横ナデ
底部 。底部周辺 ヘラ削り

良好 洵
色

Ｎ４
灰

須恵器 蓋 外面 ヘラ削り
つまみ張 り付け

良好 N4/0
灰色

火だすき

須恵器 蓋 (16.0) 内外面 ロクロ横ナデ
上面 ヘラ削り

良好 2.5Y6/1
黄灰色

自然釉付
着

須恵器 蓋 (14.8) 舞合亜ぱく写節ぢ
デ 良 10YR6/1

褐灰色

須恵器 甕 (29.2) 口縁 ロクロナデ 外面 口pき

内面 ハケロ
口縁20 良好 7.5Y4/1

灰色
自然釉付
着

須恵器 甕 (20.0) 口縁 ロクロ横ナデ
外面 ロロき

口縁 15 良好 7.5Y5/1
灰色

須恵器 甕 (32.2) 口縁 ロクロ横ナデ
外面 口pき

良好 7.5Y7/1
灰白色

第70表 H26号住居址出土遺物観察表 (1)
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番号 器  種 器 形 I]{Ecm 底径 cm 器高cm 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

須恵器 甕 (30.2)

尿醤品を
口横ナデ 良好 7.5Y6/1

灰色

須恵器 甕 (37.2) 口縁 ロクロ横ナデ
外面 口pき  内部 あて具痕

口縁15 良好 N3/0
暗灰色

自然飛L付
着

須恵器 甕 外面 口pき 底部50 良好 10Y5/1
灰色

第71表 H26号住居址出土遺物観察表 (2)

H27号住居址

遺構は調査区南側 F― い-6グ リットに位置 し、H24、 H26に切 られる。住居址の大半は破壊

されてお り、北東コーナー付近が僅かに確認できた。壁はほぼ垂直に立ち上がる。 ピットは 3個

確認できたが主柱穴かは不明である。床面はやや堅さをもつ。かまどなどの施設は認められなか

った。

遺物は土師器の甕、須恵器の杯、蓋、甕などテンバコ4分の 1箱出土 している。図示できたの

は4点である。 1は須恵器の杯 と思われ、底部にヘラ削 りを施 し、一見模倣杯の蓋のようにも思

える。 2、 3、 4は土師器の長胴甕で外面にヘラ削 りを施す。

これ ら出土遺物の特徴から、本住居址は 6C中～ 6C後半と考えられる。

繭
|

だ
一

Ａ
一

第148図  H27号住居llL実測図
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写202 H27号住居址全景

＝
■

―

ロ

―
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＝

Ｗ

、
第149図  H27号住居址出土遺物実測図

写203 H27号住居址遺物出土状況

番号 器  種 器 形 口径 cln 底径 cln 器高 clll 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 須恵器 杯 斌 晨最橋 力■ナてヘラ削り 良好 7.5YR6/1
褐灰色

2 土師器 甕 口縁 横ナデ 外面 ヘラ削り
底部 ヘラ削り

良 7.5YR5/4
鈍い褐色

3 土師器 甕 昇醤貸す断り
口縁80 良 7.5YR7/4

鈍い橙色

4 土師器 甕 外面 ヘラ削り 良好 ん
色

Ｙ６
橙

第72表 H27号住居址出土遺物観察表
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H28号住居址

遺構は調査区南側のほぼ中央E― こ-6グ リットに位置し、H22、 H27に切られ、D6を切る。

遺構は砂層に掘 りこまれており、床面までの覆土はかまどの覆土を除いて4層である。 1層は軽

石、炭化物を含む黒褐色、 2層 は軽石、炭化物を含む暗褐色、 3層は床面の直上で炭化物、焼土

を含む暗褐色土である。規模は南北4。 92m、 東西5.32m、 深さ0.40m(床面)を測り、平面形は

やや隅の丸い方形である。壁はほぼ垂直に立ち上がる。床面は堅く貼り床されている。ピットは

8個確認できた。このうちPl～ P4が主柱穴と思われ、柱痕も認められた。かまどは北壁の中

央に位置 し、かまど周辺には多くの石が散在していた。袖は北壁から内側に大きく入 り込んでお

り、袖部には石が埋め込まれていた。さらに炊口付近の袖石には長方形の扁平石がのせられ、そ

の下には焼土の堆積が見られた。また袖に挟まれた北壁のやや内側に、支脚の存在が確認できた。

掘方は全体的に 8 cm～ 12cmの厚さで掘り込まれ、暗褐色土によつて埋め固められてた。遺物は土

師器の杯、高杯、甕などビニール袋 2袋出土しているが、いずれも小破片のため図化し得なかった。

遺物は小破片の僅かなものであったが、それぞれの土器の特徴から、本住居址は5C後半～6

C代と考えられる。

写204 H28号住居址全景 (南から) 写205 H28号住居址かまど (南から)

写206 H28号住居址かまど (北から) 写207 H28号住居址かまど



Ｅ
一

1層

2層

3層

4層

5層

6層

7層

8層

9層

10層

H層

12層

13層

14層

15層

黒褐色土層  (10Y R 2/3)

暗褐 色土膚  (10Y R 3/3)

暗褐色土層  (10Y R 3/4)

暗褐 色土層  (10Y R 3/4)

暗褐色土層  (10Y R 3/3)

暗褐色上層  (10Y R 3/4)

黒褐色土層  (10Y R 2/3)

暗褐 色土層  (10Y R 3/4)

にぶい橙色土屠 (5YR6/4)

暗褐色土層  (10Y R 3/4)

暗褐色土層  (10Y R 3/3)

暗褐色土層  (10Y R 3/3)

暗褐色土層  (10Y R 3/3)

暗掲色土層  (10Y R 3/3)

黒褐色土層  (10Y R 2/3)

ローム粒、軽石、炭化物を含む。しまりあり。

ローム粒、軽石、炭化物を含む。しまりあり。

ローム粒、ロームプロック2～ 5 cln大 を含み、炭化物、焼土をわずかに含む。

ローム粒、ロームプロック2～ 5 cm大 を含み、炭化物、焼上、粘上を含む。

難り床。黒褐色土プロック、炭化物、焼土を含む。

ローム主体。しまりややあり。

柱痕。炭化物を含む。しまりなし。

黒褐色土プロックを含む。しまりややあり。

焼土層。

焼上、炭化物を含む。

焼上、炭化物を含む。しまりややあり。

焼土、炭化物を含む。しまりなし。

ローム粒、炭化物を含む。

ローム粒、炭化物を含む。 (13層 <14層 )

砂質。小石 1～ 2 cmを 含む。しまりなし。

第150図  H28号住居址実測図
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写208 H28号住居址かまど掘方

H29号住居址

遺構は調査区南端のほぼ中央F一 あ-9

グリットに位置し、H25に北壁の一部を切

られる。北側に流れる湯川との距離は80m

である。遺構は砂層に掘り込まれており床

面までの覆土はかまどの覆土を除き5層で

ある。 1層は砂粒、炭化物を含む黒褐色土

、 2層 はシル トブロック、小石、炭化物、

を含む黒褐色土、 3層は炭化物を多量に含

む黒褐色土、4層 は粘土、炭化物を含む暗褐色土、 5層は焼土、粘土を多量に含む灰黄褐色土で

ある。規模は南北5。 20m、 東西5。 32m、 深さ0。 80m(床面)を測り、平面形は方形を呈する。壁

はほぼ垂直に立ち上がり、ややしまりがあり安定している。床面は堅く4～ 6 cmの厚さで貼り床

されている。南西コーナー付近に一部周溝が認められた。ピットは 7個確認でき、Pl～ P4が

主柱穴と思われる。かまどは北壁の中央に位置する。袖は北壁から住居内に65cm入 り込み、一部

地山を残し、これを粘土で覆つている。炊口付近の袖には石が埋め込まれており、西側袖付近に

は天丼石と見られる長方形の石が南北方向に横たわつていた。住居の掘方はかまど周辺を除くほ

ぼ全域に8～ 14cm掘 り込まれており、暗褐色土が埋め込まれていた。

遺物は土師器の杯、甕、ミニチュア土器、須恵器の杯、蓋、壺、甕、磨 り石などテンバコ1箱

出上している。 1～ 5は土師器の杯で体部に明瞭な稜を持ち、底部周辺にヘラ削りを施す。 6は

ミニチュア土器で底部に木葉痕を持つ。 7は土師器の高杯で内面黒色処理後ミガキを施す。 8は

甑の甕の底部で多口式である。 9～ 14は土師器の甕で、長胴で外面にヘラ削りを施すもの、土

器の最大径が肩部にありやや器厚の厚いものが存在する。これら出土遺物の特徴から、本住居址

は 6C前半～中頃と考えられる。

写209 H28号住居址掘方 (南から)

写210 H29号住居址全景 (東から)
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12履 暗 褐色 土層  (10Y R 3/3)

13層 暗 褐色 土櫂  (10Y R 3/3)

14層 赤 掲色 土櫂  (5YR4/8)
15櫂  灰黄褐色土橿  (10Y R 4/2)

16層  掲 色 土 覇  (10Y R 4/4)

17躍  にぶい黄褐色土層 (10Y R 4/3)

1艤 黒褐色土層  (10Y R 2/3)

2層 黒褐色土櫂  (10Y R 3/2)
炭化物、小石 1～ 5 cm含 む。

3層 黒褐色土層  (10Y R 2/2)
む。

4層  暗褐色 土層  (10Y R 3/3)
含む。

5層 灰黄褐色土驀  (10Y R 4/2)
む。

6層  暗褐色土層  (10Y R 3/4)
ク、焼上粒含む。

7層 黒褐色土櫂  (loY R 2/2)
多く含む。

8層  褐 色 土 燿  (7.5YR4/6)

9驀 黒褐色土櫂  (10Y R 2/2)
クを含む。

10履  暗褐色土層  (10Y R 3/4)
や少ない。貼り床。

H層 暗褐色土層  (loY R 3/3)
含む。しまりなし。

焼上、炭化物、粘上、多量含む。

石3～ 5 cm含 む。しまりなし。

焼土曜。しまりなし。

粘土曜。焼土含む。

ローム主体。粘土プロック含む。

ローム粒含む。しまりなし。

∩
|

ローム粒、炭化物を含む。

ローム粒、ロームプロック、

ローム粒、炭化物多量に含

粘土粒、ローム粒、炭化物

焼土層含む。粘土多量に含

ロームプロック、粘土プロッ

ロームプロック、炭化物を

粘土曜。やや焼けている。

ロームプロック、粘土プロッ

黒褐色土を含む、しまりや

ロームも多く含む。炭化物
01

l5 tr

第151図  H29号住居址実浪1図
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第153図  H29号住居址出土遺物実測図 (2)

番号 器  種 器 形 口径 cm 底径 cm 器高 cm 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 杯 丸底 口縁 横ナデ 内面 ミガキ
底部 ヘラ削り

良 10YR7/3
鈍い黄褐色

2 土師器 杯 丸底 口縁 横ナデ ロ縁内面  ミガキ
底部 ヘラ削り

良好 7.5YR7/4
鈍い橙色

3 土師器 杯 丸底 口縁 横ナデ 内面  ミガキ
底部 ヘラ削り

良好 7.5YR7/4
鈍い橙色

4 土師器 不 丸底 口縁 横ナデ
底部 ヘラ削り

良好 7.5YR7/3
鈍い橙色

5 土師器 杯 丸底 農婦貸す断り
良好 5YR6/6

橙色

6 ア

ニチュ燃
士霊 丸底 底部 木葉痕 良 10YR8/4

浅黄橙色

7 土師器 高沐 内面 黒色処理・ ミガキ 不部30 良 10YR7/4
91tい 黄橙色

土師器 甑 織薔R3響隼 底部95 良 10YR5/6
赤色

底部多口

土師器 甕 発悪R3嘗 |:
底部50 良好 5YR5/2

灰褐色

土師器 甕 口縁 横ナデ
内面 ハケロ・ ミガキ

良 10YR7/2
鈍い黄橙色

土師器 甕 口縁 横ナデ 外面 ヘラ削り
内面 ヘラナデ

良 ■5鶴雹
土師器 甕 口縁 横ナデ 外面 ヘラ肖1り

内面 ヘラナデ
良好 7.5YR7/4

鈍い橙色

土師器 甕 口縁 横ナデ,内面 ヘラナデ 良 7.轟
f湛雹

土師器 甕 昇醤粂7省丁ヘラ削り
良 10YR7/1

灰白色

第73表 H29号住居址出土il■ 物観察表
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写21l H29号住居址かまど            写212 H29号住居址掘万 (東から,

H30号住居址

遺構は調査区南の東際 E一 け-6グ リットに位置 し、H22を切る。住居址の東側は調査区外 と

なる。遺構は砂層に掘 りこまれてお り、覆土はかまどの覆土を除き、黒褐色土の単層である。規

模は南北4.70m、 東西3.52m、 深さ0.66m(床 面)を測 り、平面形はやや隅丸の方形を呈する。

壁はやや外傾気味に立ち上がる。床面はかまど付近を除き全体的に4～ 8 cmの厚さで貼 り床かさ

れている。ピッ トは西壁よりに 2個確認できた。住居西側の主柱穴と思われる。また南西コーナ

ー付近に深さ15cmほ どの浅い土坑、南壁沿いには一部周溝らしき溝が認められた。かまどは西壁

の規模か ら、北壁のほぼ中央に位置すると思われる。袖は北壁から住居内に80cm入 り込み、粘土

で構築されている。火床は袖に挟まれるように存在し、厚さ 8 cmの焼土が堆積 していた。

遺物は土師器の杯、甕、須恵器の杯、甕などテンバコ 2分の 1箱 出土している。 1は須恵器の

不で、糸切 りされた底部からやや内椀気味に立ち上が り口縁部に至る。 2、 3、 4は須恵器の蓋

である。 5は小型の枕櫨甕で外面体部下半にヘラ削 りを施す。 6は須恵器の壺と考えられ、外面

に自然釉が付着する。 7は須恵器の壺、 8は土師器の甕である。 9C前半と考えられる。

写212 H29号住居址掘方 (東から)

写213 H30号住居址全景 (南から) 写214 H30号住居址かまど (南から)
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口
ヽ
引
選

1層 黒褐色土層

2層 暗褐色土層

3層 黒褐色土層

4層 暗掲色土層

5層 褐 色 土 層

6層 灰責褐色土層

7層  暗褐色土層

8層 暗赤褐色土層

9層 黒褐色土層

10層  黒褐色土層

H層  黒褐色土層

12層  灰黄褐色土層

13層  暗褐色土層

10Y R 2/
10Y R 3/
10Y R 2/
10Y R 3/
10Y R 4/
OYR4/
10Y R 3/
5YR3/6
10Y R 2/
10Y R 2/
10Y R 2/
OY R4/
OYR3/

ローム粒、炭化物を含む。
ローム粒、炭化物を含む。

柱痕。ローム粒含む。

貼り床。焼土、炭化物含む。しまりあり。
ローム主体。焼土、炭化物含む。

粘土粒、粘土プロックを多量に含む。

粘土粒、焼土多く含む。

焼土層。やけしまる。しまりあり。

焼土、焼土炭化物含む。しまりあり。

粘土粒、焼土、焼土プロック含む。しまりあり。
ロームプロック多く含む。

粘土多量に含み、焼土プロック含む。
ローム粒含み、粘土多く含む。

第154図  H30号住居址実測図

写216 H30号 住居址かまど掘方 (南から)
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第155図  H30号住居址出土遺物実浪1図

N

番号 器  種 器 形 Elttcm 底径 cm 器高 cm 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 須恵器 不 農爺釉墨ゑ易替
ナデ 良 洵

色
Ｎ６
灰

火だすき

須恵器 蓋 (15.2) 舎フ告撃ヂζ響塚張り付け 良好 7.5YR5/1
褐灰色

自然釉付
着

須恵器 蓋 (14.6) 外面上部 ヘラ削り
ロクロナデ

良好 ん
色

Ｎ５
灰

須恵器 蓋 (16.0) 告フ告ずヂラ肖1り 良好 10Y7/1
灰白色

5 土師器 軸櫨甕 外面体部下半 ヘラ削り 良好 10YR5/4
赤褐色

6 須恵器 底部 回転糸切り後高台張り付け 良好 5RP4/1
暗紫灰色

自然釉付
着

7 須恵器 外面 ロクロナデ 体部の一
部

良 ん
色

Ｎ５
灰

自然釉付
着

8 土師器 甕 外面 ヘラ削り 良 10YR7/4
鈍い黄橙色

第74表 H30号住居址出土遺物観察表
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第 2節 掘立柱建物址 (F)

Fl号掘立柱建物址

Qbl

・ 03
01

hl

()"二

〇
ユ

∩1

第156図  Fl号掘立柱建物址実測図

F2号掘立柱建物址

黒褐色土層  (10Y R 3/2) ローム粒、パミスを含む。

暗褐色土層 (10Y R 3/3) ローム粒多く含む。

9  71枷  lm

第75表 Fl号掘立柱建物址観察表

1層 黒褐色上層 (10Y R 3/2) ローム粒、小石

3～ 6 cm大 多く含む。
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貶
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鱚

稟
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|
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④ 醐
△
@1

旦

(3)P4 ③5ユ

Q96蟄
◎∫

∩
|

鶴
|

ユ                     B:

Q                   C'

第 157図  F2号 掘 立 柱 建 物 址 実 測 図

検  出 位  置 形    態 規 模 (Fn5)

D―え-7 方   形

ビ ッ ト形 熊 卜規模 (直径 ×深 さ)cm
円  形 Pl-49× 40

P2-37× 36

P3-47× 28

P4-67× 41

ピット間隔(m)
1.32^‐ 1.70

出 土 遺 物

備   考

検 出 位 置 形    態 規 模 (闇 )

D― い 一 形

ビ ッ ト形 態 ビット燎標 衡輌Jヒ ×東西 ×深さ)

楕 円 形 Pl-60× 48× 21    P5-80× 65× 20

P2-59× 46× 20    P6-72× 58× 27

P3-52× 71× 44    P7-28× 55× 16

P4-92× 68× 23    P8-60× 49× 20

ビット間隔(m)
1.04～ 2.0

出 十 潰 物

備    考

第76表 F2号 掘立柱建物址観察表
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F3号掘立柱建物址

Qi

文0わ

第158図  F3号掘立柱建物址実浪1図

F4号掘立柱建物址

1層

Ｆ
一　
　
　
　
Ｃ
一

醐
Ｃ
Ｐ３◎
％
◎
∬

層

　

　

層

Ａ
一

④ 袖

◎田

◎戯

⑩晟
く|

第159図

1層

2層

く |

F4号掘立柱建物址実浪1図

黒褐色土層

褐 色 土 層

(10Y

(10Y

R3/2) ローム粒、小石を含む。

R4/4) ローム主体、小石多く含む。

暗褐色土層  (10Y R 3/3) ローム粒、

小石 2～ 3 cm大 多 く含む。

黒褐色土層  (10Y R 2/3) ローム粒、

小石 2～ 3 cm大 多 く含む。

褐 色 土 層  (10Y R 4/6)砂 質に石

3～ 8 cm大 含む。

検 出 位 置 形 態 規 模 (間 )

D― い-3 方  形 2× 2(総柱 )

ピ ッ ト 形 態 ピット規模 (南北 ×東西 ×深さ)cm

Pl-108× 84× 25   P6-88× 76× 49

P2-48× 45× 30    P7-49× 56× 12

P3-80× 77× 36    P8-46× 45× 44

P4-71× 80× 44    P9-89× 92× 36

P5-68× 63× 40

ピット間隔(m)
1.0～ 1.4

出 上 遺 物

備   考
呂

`を

拐 2合
い関係 (新旧不明)

第77表 F3号掘立柱建物址観察表

検 出 位 置 形 態 規 模 (間 )

B一 お-9 直  線 2

ピ ッ ト 形 態 ピット規模 (直径×深さ)cm
円   形 Pl-80× 19

P2-43× 22

P3-47× 28

ピット間隔(m)
1.0～ 1.04

出 十 遺 物

備   考

第78表 F4号掘立柱建物址観察表
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F5号掘立柱建物址

④
bH

◎″

OP3
く|

第160図 F5号掘立柱建物址実測図

F6号掘立柱建物址

鋤

61

饉

第161図  F6号 掘立柱建物址実潰1図

F7号掘立柱建物址

1層 黒褐色土層  (10Y R 3/2) ローム粒、小石を含む。

第80表  F6号 掘立柱建物址観察表

黒褐色土層  (loY R 2/3) ローム粒、パミスを含む。

暗褐色土層  (loY R 3/3) 砂質。ローム土を多く含む。

褐 色 土 層  (10Y R 4/6)ロ ーム主体。わずかに黒みをおびる。

検 出 位 置 形   態 規 模 (間 )

B一 ヽ -10 不   日月 不 明

ピ ッ ト 形 態 ピ ッ 卜規模 (直径 ×深さ)

円   形 Pl-76× 39

P2-48× 25

P3-60× 28

ビット間隔(m)

出 十 遺 物

備  考 形態 。規模は一部調査区外のため不明

第79表  F5号 掘立柱建物址観察表

検 出 ri7置 形    態 規 模 (Fun)

不  明

ピ ッ ト形 態 ピット規模 (南北×東西×深さ)cm

Pl-64× 90× 47    P5-47× 55× 37

P2-41× 36× 20    P6-36× 40× 25

P3-31× 26× 19    P7-72× 56× 45

P4-52× 50× 48

ビット間隔(m)
1.32-1,70

出 十 遺 物

備   考 Hlと切 り合い関係

層

橿

層

Ａ
一δ写Ｐ‐＠

⑦

△
検 出 位 置 形   態 規 模 (間 )

繰

ピ ッ ト形 態 ピット規模 (直径×深さ)m
円   形 Pl-64× 39

P2-60× 37

P3-68× 45

ピットFuR隔 (m)
0.76・ 1.0

出 土 遺 物

備   考 H28・ F8を切る。

第81表 F7号掘立柱建物址観察表第162図  F7号 掘立柱建物址実測図
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F8号掘立柱建物址

△谷 Q認

⑥P4

第164図

一〇

脇写
仲
λ
し
い

Ｐ７

　

　

　

　

　

　

　

Ｐ

1層 黒褐色土層  (10Y R 2/3)

ローム粒含む。

2層  暗褐色土層  (10Y R 3/3)

ローム粒、パミスを含む。

3層 褐 色 土 層  (10Y R 4/4)

川砂質。ローム上を多量に含む。

4層 暗褐色土層  (10Y R 3/3)

ローム粒、パミス、白色粒を含む。しまりあり。

Ｑ

ｕ
HO

鐵|

1籍  黒褐色土層  (10Y R 2/3) 砂質。ローム粒、小石を含む。

2層 暗褐色土層  (10Y R 3/3) 砂質。ローム粒、小石を含む。

尤

「二HI

Al

B!

C                     C'

D                  ⊇
:

第163図  F8号 掘立柱建物址実測図

F9号掘立柱建物址

繭
ＱＡ

一

・ｕ

　

　

、

９

Ｏ
Ｐ３

第83表  F9号 掘立柱建物址観察表
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鍮
彦

α
聰
Ｆ

検 出 位 置 形 態 規 模 (FE5)

F一 あ-5 長 方 形

ビ ッ ト形 態 ピッ ト規模 (南 Jヒ ×東西 ×深 さ)cm

Pl-84× 95× 33   P7-90× 89× 33

P2-111× 91× 45  P8-83× 80× 39

P3-83× 72× 39   P9-72× 79× 15

P4-91× 86× 48   P10-88× 91× 90

P5-113× 72× 29  P ll-53× 82× 38

P6-92× 72× 37   P12-77× 60× 31

ピッ トFun隔 (m)
0.56-1.52
-部溝持ち

出 土 遺 物

備 考 F7に切られる

第82表 F8号掘立柱建物址観察表

検 出 位 置 形 態 規 模 (間 )

E一 -4 L 字

ピ ッ ト形 態 ビット燎標
`挙

X深 さ)cm
円   形 Pl-72× 37

P2-61× 22

P3-73× 39

P4-74× 41

ピット間隔(m)
約 1.1

備    考

F9号掘立柱建物址実浪1図



④ ひ
△
91

F10号掘立柱建物址

層

　

　

層

Ｑ̈
（〔〉Ｐ

だ
一　
３
　
　
　
Ｆ
一

賢
膠

　

◎
Ｐ５
　

Ｐ８０
嘲

黒 褐 色 土 層  (10Y R 2/3)ロ ームプロック、ローム

粒を含む。 しまりなし。

にぶい黄掲色土層  (10Y R 4/3) ロームプロック、ローム

粒を含む。 しまりなし。

第165図  F10号掘立柱建物址実浪1図

F ll号掘立柱建物址

働

②
Pl

△
92

E OR

O

A          A:

B

も
働

◎
Ｐ４　
な
ふ

Ｂ一

Ａ
．　
　
　
Ｆ
一

勧
ｑ
　
Ｑ
御

l層 暗 褐 色 土 層  (loY R 3/3)ロ ーム粒、ロームプロック3～

10cm大を含む。しまりややあ り。

01

Pl-60× 41    P5-57× 29

P2-51× 44    P6-52× 25

P3-61× 28    P7-40× 14

P4-58× 30    P8-37× 24

F8に t」 らオ■

第84表  F10号掘立柱建物址観察表

検 出 位 置 形    態 規 模 (闇 )

F一 う-4 長 方 形

ッ ト形 態 ピット規模 (直径×深
円   形 Pl-33× 37    P4-40× 25

P2-36× 29    P5-52× 50

P3-32× 35

ピットPBR隠 (m)
0.96-1.28

出 土 遺 物

備   考 H21に切られる

第85表  F ll号掘立柱建物址観察表第166図  F ll号掘立柱建物址実測図
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写217 F2号 掘立柱建物址

写219

写221 F7号・ 8号掘立柱建物址 写222 F9号掘立柱建物址

写223 F10号掘立柱建物址 写224 F ll号掘立柱建物址
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第 3節 土 坑 (D)

Dl

黒褐色土層 (10Y R 2/3) ロームプロックを多量

に含み炭化物を含む。

暗褐色土層 (10Y R 3/4) ロームプロックを多量

に含む。

層

　

　

層

e6
A 676.800m

晟
凩
筵

司
　
　
ｇ
ｏ３
Ｓ
　

刊

だ

一　

　

　

　

だ

一

0 (1:80 ■

第167図  仲田遺跡土坑実測図

第86表 仲田遺跡土坑観察表

Al

△  676.800m △

Q司
D5

遺 構 名 検 出 位 置 形  態 規模 (東西・ 南北 。深 さ) 出 土 遺 物 備   考

D F一 あ-9 円 形

D2 円 1200116・ 51
D3 円

D4 円  形 136・ 125。 46
D5 円  形 117 2

D6 F― あ-6 円  形 弥生土器 (前期 )

写225 Dl号～D4号土坑 写226 D6号 土坑

-174-



第168図  D6号 土坑出土遺物実測図

番号 器  種 器 形 口径 cm 底径cm 器高 cm 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 弥生土器 〓霊 外面 ミガキ
内面 ヘラナデ

口縁20 良 7.5Y6/4
鈍い橙色

第87表 D6号 土坑出土遺物観察表
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第 4節 鉄製品

一〇
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一

第169図  仲田遺跡出土鉄製品実測図

第88表 仲田遺跡出土鉄製品観察表

番  号 出 土 遺 構 名 器  種 長さ cnl 申品 (cIIl 厚 き 重量 (g) 備   考

H6 鉄 鏃

H6 鎌 先端欠椙

H6 鉄鏃 ?

-176-



H6号鉄鏃年ヨ228

写229 H6号住居址出土鎌

写231 H6号出土鉄鏃
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写227 H6号鉄鏃

写232 H6号出土鉄鏃写230 H6号住居址出土鎌



第 5節 石製品

仲田遺跡の住居址から磨り石 。敲き石・編み物石 0砥石 。支脚石 0凹石といつた石製品が出土

している。 (写真図版四十二～四十九参照)

遺 構 名 番 号 名  称 石  材 長 さ (cm) 幅 厚 さ 重量 備  考

H2 1 編 み物 石 輝石安山岩 10.81 206.8

2 磨 り 石 安 山 岩 86.7

3 凹 み 石 軽 石 162.0

4 砥 石 流 紋  岩 83.8

5 砥 石 流  紋  岩

6 敲 き 石 ily石 安 山岩 608,7

7 磨 り 石 軽 石 173.4

8 凹 み 石 軽 石 11.61 445,9

9 編 み物 石 輝石安山岩 5

編 み物 石 軽 石 178.2

砥 石 砂 四石 344.4

H12 敲 き 石 オルンフェルス 15.09 612.2

磨 り 石 安  山 岩 169.8

磨 り 石 安  山 岩 137.9

磨 り 石 llT石 安山岩 213.1

支 脚 石 軽 石 20 75 287.0

砥 石 流 紋  岩 178.5

砥 石 流 紋  岩 3.22 43.6

砥 石 流  紋  岩 16.50 501.5

敲 き 石 l13石 安 山岩 87.6

磨 り 石 軽 石 7.1

H19 支 脚 石 凝 灰 岩 27.80 13.19 2326.1

支 脚 石 赤色安 山岩 22.85 11.35 1210.2

敲 き 石 細粒安山岩 12.69 357.1

磨 り 石 安  山 岩 6.22 298.8

凹 み 石 軽 石 8.89 129.8

敲 き 石 輝石安 山岩 3.03 175。 9

編 み物 石 安  山 岩 5,42 210.4

磨 り 石 石英安 山岩 5.28 229.6

支 脚 石 輝石安山岩 10.84 596.4

編 み物 石 llT石 安山岩 4.85 248.3

磨 り 石 安 山 岩 369.3

支 脚 石 軽 石 24.65 10.88 10.25 1434.4

敲 き 石 輝石安山岩 16.50 5.82 1162.9

敲 き 石 llT石 安 ll岩 13.85 7.03 708,2

磨 り 石 輝石安山岩 13.41 7.36 448.1

編 み物 石 輝石安 山岩 4.59 192.9

編 み物 石 輝石安 山岩 3.38 147.6

編 み物 石 輝石安 山岩 145.0

編 み物 石 lly石 安曲岩 5.00 199.6

編み物石 輝石安 l」4岩 218.7

編み物石 輝石安 LLl岩 10.10 213.7

編み物石 輝石安山岩 149.5

編 み物 石 llT石 安山岩 159.8

編 み物 石 輝石安 山岩 4.58 173.7

編 み物 石 llli石 安 山岩 5.50 1

編 み物 石 輝石安 山岩 145.8

編 み物 石 輝石安 山岩 4.78 193.8

編 み物 石 llT石 安山岩 4.98 168.1

H30 磨 り 葛 軽 石 6.06

表採 凹 み 石 軽 石 4.60

第89表 仲田遺跡出土石製品観察表
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第Ⅳ章 寺畑遺跡憑

鯰 爪形文土器出土地点

あ く き か お |え イ

Hi。

咤:⑮伊
Ml

Tal １

　

一
　

２

　

一
　

３

　

一
　

４

　

一
　

５

No.14

No.2、 3 No.7 ~~~~
鶴       No.5、 6

恥
鰺 鰺

ヽ

鶴
恥

Ｏ

Ｎｏ

９

　

一　

１０

第 170図 寺畑遺跡Ⅱ遺構配置図 (1:500)
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第 1節 竪穴住居址 (H)

Hl号住居址

遺構は調査区北側、A一 こ-1グ リッドに位置する。規模は南北2.96m、 東西3.28m、 深さ0.

57mを測り、平面形は隅丸方形を呈する。壁はやや外傾気味に立ち上がる。床面は堅いが、ビッ

トは認められなかった。かまどは北壁の中央に位置するが、大半は破壊されている。周辺には構

築の際、使用されたと思われる多量の粘土が確認できた。

遺物は須恵器の杯・蓋・甕片等が僅かに出土した。平安時代と思われる。

ｄ

ｃ
ｒ

ｗ

コ

錮

Ｃ
一

ml
1層 黒褐色土層

2層 暗褐色土層

3層 暗褐色土層

4層 にぶい黄褐色土層

5層 褐 色 土 層

砂質。ローム粒、パミス1～

3 cln大を含む。

砂質。ローム粒、パミス1～

3 cln大 を含む。

砂質。ローム粒、パミス、小

石を含む。 (1層 >3層 )

粘土を多量に含み焼土を含む。

しまりややあり。

粘土粒、焼土を含む。しまり

ゃゃあり。

(10Y R 2/3)

(10Y R 3/4)

(10Y R 3/3)

(10Y R 4/3)

(10Y R 4/6)

第171図 Hl号住居址実測図

写233 Hl号住居址全景
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第 2節 竪穴状遺構 (Ta)

Tal号竪穴状遺構

遺構は調査区北側、A一 く-1グ リッドに位置し、Ta2を 切る。規模は南北4。 4m、 東西4.08

m、 深さ0。 2mを測る。床面は堅く、ビット1、 土坑 1が認められた。遺物は土師器、須恵器片

が僅かに出土した。

澳

S

一∩

∩
|

一〇

01

1層 暗褐色土層  (10Y R 3/3) ローム粒、小石 1～ 3cm大を含む。

2層 暗掲色土層 (10Y R 3/3) 砂質。ローム粒を含む。しまりなし。

第172図  Tal号竪穴状遺構実測図

0
い|

H2ク
倒
蜻

写234 Tal号竪穴状遺構全景



Ta2号竪穴状遺構

遺構は調査区北端のほぼ中央、A一 け-1グ リッドに位置し、Talに切られる。規模は南北4.

24m、 東西3。 9m、 深さ0。 18mを 測る。床はやや堅く、ビット2、 土坑 1が認められた。遺物は

土師器、須恵器がわずかに出土した。

暗褐色土層  (10Y R 3/3)
ローム粒、パミスを多く含む。

しまりややあり。

黒褐色土層  (loY R 2/3)
ローム粒、パミス、 1～ 5cm

大の石を含む。

第173図  Ta2号竪穴状遺構実測図

1層

2層

写235 Ta2号竪穴状遺構全景



第 3節 溝跡 (M)

Ml号溝跡

遺構は調査区の北をほぼ東西方向にのびる。長

さは調査区外にのびるため不明である。幅は3～

6m、 深さは0.3m内外を測る。壁面は緩やかに外

傾しながら立ち上がる。覆土はローム粒、軽石を

含む黒褐色土である。覆土内には流れ込みと思わ

れる土師器の不、須恵器の杯・甕・縄文土器、石

器などテンバコ2分の 1箱出土した。

調
査
区
域
外

写236 Ml号溝跡全景

第174図  Ml号 溝跡実測図

第175図  Ml号 溝跡出土遺物実測図 (1)
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第 176図  Ml号 溝跡出土遺物実測図 (2)

番号 器  種 器 形 E{4cm 底径 cm 器高 cm 調        整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 須恵器 外 底部 ヘラ削り 良好 た
色

Ｙ６
灰

須恵器 甕 口縁 横ナデ
体音5日 Fき

口縁20 良好 75Y6/1
灰色

土師器 甕 口縁 横ナデ 口縁60 良 ん
色

Ｒ６
橙

Ｙ

藝1屹 珍↓R
も      3  ~     4

賣

疇　　　　繭馴測椰○

土出跡
　
　

　

　
　

　

　
　

　

‐

麟
　

婁
　̈　　　　〔Ｎ蜘］◇

贔
４

ぼ

Ⅷ

Ｗ

鞣

　　　　　　（　　　　　　　咽第

岡
―
ヽ
――
剛
―――
∪

Ml号溝跡出土石器実測図

、ヽ
＼

い
ヘ
 ジ

遺 構 名 番 号 名  称 石  材 長 さ (cm) 申冨 (cm) 厚 さ (cm) 重 量 (g) 備   考

Ml 1 石  鏃 チ ャ ー ト 2.52

石  鏃 チ ャ ー ト

石  鏃 黒  曜 石

石  鏃 黒  曜 石 1.1

石  鏃 チ ャ ー ト

石  斧 輝石安山岩 5.51

第91表  Ml号 溝跡出土石器観察表
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ノ

写237 Ml号溝跡出土黒曜石

第 4節 土坑 (D)

Q】
kl   kl

◎ :

く|   く
|

0¬
D2

Qtt D3司
條
頷
筵

一く

く
|

0(1:80)2p

しｏ　
　
請
し。

む。繰
　
ｃｍ大を無

層

層

　

層

層

１７

Ｄｌ
ｌ
２

Ｄ２
１
２

第

黒 褐 色 土 層  (10Y R 2/3)ロ ーム粒、パ ミスを含

褐 色 土 層  (10Y R 4/4) ローム主体。砂質。 し

黒 褐 色 土 層  (10Y R 2/2)ロ ーム粒、小石 2～ 5

灰黄褐色土層  (10Y R 4/2) ローム主体。砂質。 し

8図  寺畑遺跡Ⅱ土坑実測図

遺 構 名 検 出 位 置 形  態 規  模 (径・深さ) 出 土 遺 物 備 考

Dl A― け-3 円 形 100。 24 十 Bdl器・ 須 思 器 片

円  形 十 R雨 器・ 須 魚 器 ‖

A― け-2 円 形 128。 36

第 92表 寺畑遺跡Ⅱ土坑観察表
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第 5節 遺構外遺物

遺構外からは、検出時に土師器の甕、須恵器の杯・甕、石器、

縄文土器が出土した。これらの遺物は大部分が小破片であるが、

中には佐久市では最古と考えられる縄文草創期の爪形文土器が含

まれている。佐久市内では平成 7年佐久市都市計画課による道路

改良工事に伴い、本遺跡に隣接する南側の調査が行われ、21片 の

爪形文土器が出土している。このため、縄文草創期の遺構の検出

を一つの目的として調査を行ったが、今回も遺構の確認はできな

かった。しかし、新たに19片の爪形文土器を出土した。 写238 爪形文土器出土状況

ノノ 7
ジ〃

/ノ  8

‐‐麟

‐‐

‐ ‐

層

′

‐

、「間ＨＨＨＨＨＨＨＨＨ日β
′‐

第179図 遺構外出土爪形文土器実測図 (1)
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第180図  遺 測図 (2)
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8

∩
―――
〕
●

第182図 遺構外出土石器実浪1図 (2)

遺 構 名 番 号 名  称 石  材 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 (cnl) 重 量 (g) 備 考
遺 構 外 1 石 鏃 黒  曜 石

2 掻 器 黒  曜 石

3 掻 器 黒  曜 石

4 彫 刻 器 黒  曜  石 4.50
5 石 匙 チ ャ ー
6 器 llX石 安 山

7 掻 器 105.8
敲 き 石 輝石安 山岩 101.9
敲 き 石 輝石安 山岩 12.74 170.0
敲 き 石 輝石安 lIJ岩 10.42 236.4

第93表 寺畑遺跡Ⅱ遺構外出土石器観察表
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鶴V章 中西プ久保遣跡 菫

中西ノ久保遺跡 Iは、今回の調査に先立ち平成 4年発掘調査が行われた遺跡だが、同一集落と

考えられるため比較遺跡として遺構 。遺物の掲載を行う。今後、中西ノ久保遺跡を広範囲に考え

る上での参考にしていただきたい。

第 1節 遣構と遺物

Hl号住居址 (平安時代)

1層 全体層序 I層  2層 全体層序Ⅱ靡『  3層 全体層序Ⅱb層   4層 全体層序Ш層

5層 黒 色 土 層  (7.5YR2/1)砂 質土。径0,3～ 0.5cm大のパミスを多量に含む。炭を少量含む。粘質性少しあり。

6層  黒 色 土 層  (7.5Y Rl,7/1)堅 くしまりあり。7.5YR4/3の粘上を含む。

7層 黒褐色土層  (7.5YR2/2) 堅くしまりあり。7.5YR5/8の焼土・7.5Y R4/3の粘土を多量に含む。径 5cm大の炭を

少量含む。

8層  黒 色 土 層  (7.5YR2/1)堅 くしまりあり。粘質性あり。貼り床。

9層 黒褐色土層  (7.5YR3/1)7.5YR5/6(地 山)プロツクを多量に含む。床下の埋め土。

lo層 黒 色 土 層  (7.5YR2/1)地 山・7.5YR5/6、 径 2cm大 のプロックを少量含む。粘質性あり。

第 183図  Hl号 住居址実測図

調査区域外
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H2号住居址 (平安時代)

1層 全体層序 Ⅱa層

2層  全体層序 Ⅱb層

3層 灰 黄 褐 土 層  (7.5Y

4層 全体層序 Ⅲ層

5層  黒褐 色 土層 (7.5YR2/2)径 3cm～ 5cm大 7.5YR 5/6(地 山) プロックを多量に含む。

6層 黒褐 色土層  (7.5YR 3/1)径 0.5～ lcm大の7.5YR5/6(地 山) プロック・炭を少量含む。

7層  黒褐 色 土層 (7.5YR3/1)径 0.5～ lcm大の7.5YR5/6(地 山)プ ロックを多量に含む。

8層  黒褐 色 土層 (7.5YR2/2)灰 ・粘土を含む。

9層  黒 色 土 層 (7.5YR2/1)7.5YR5/6(地 山) プロックを多量に含む。灰、粘土を少量含む。

第 184図  H2号 住居址実測図

R4/2) 7.5YR2/2プ ロック・径3～ ltlcm大の円礫を少量含む。層の下部には径0.2～ lcm大の層が

ある。小河川。

Ｆ
Ｉ

た

調査区域外

調査区域外

ミ
第 185図  H2号 住居址出土遺物実測図 (1)
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番号 器  種 器 形 口径 cm 底径 cm 器高 cm 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 甕 (13.0) 外面 ヘラ削り 口縁25 良好 鈍ぎ療輻色
2 土師器 甕 外面 ヘラ削り 体

部
。
一

部
の

頸
部

良好 5YR6/4
鈍い橙色

3 須恵器 甕 丸底 内外面 口pき 底部周辺 良好 10Y6/1
灰色

第94表  H2号 住居址出土遺物観察表

第 186図  H2号 住居址出土遺物実測図 (2)

H3号住居址 (住居址からは古墳 0平安時代の土器が出土)

饉    財
第187図  H3号 住居址実測図

ｙ
一

Ｄ
一

Ｃ
一

Ｃ
一

Ｆ
一

Ｂ
一

1層 全体層序 I層

2層 全体層序Ⅱa層

3層 全体層序Eb種

4層 全体層序Ⅲ層

5層  極暗褐色土層  (7.5YR2/3)
6層  黒 褐 色 土 層  (7.5YR3/2)
7層  暗 褐 色 土 層  (7.5YR3/3) 径0.5～ lcm大

の7.5YR6/8(地山)を多置に含む。

8層  黒 褐 色 土 層  (7.5YR2/2) 径0.5～ lcm大

の7.5YR6/8(地山)を 少量、5cm大のプロッ

クの下部に多置に含む。

9層  黒 褐 色 土 層  (7.5Y R2/2) 径0.5～ 2cm大

の7.5YR6/8(地山)プ ロツクを多置に含む。

lo層  黒 褐 色 土 層  (7.5YR3/1) 径 1～ 3cm大

の7.5YR6/8(地山)プロツク多置に含む。

床下の埋め土。

681.6∝h
O (1:80)2響
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＼
1

第188図  H3号 住居址出土遺物実測図

番号 器  種 器 形 口径 cm 底径 cnl 器高 cm 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 須恵器 杯 底部 回転糸切 り 良好 7.5YR6/4
鈍い橙色

土師器 高不 憾獣究吾R3禦率 脚部30 良好 5YR5/6
明赤褐色

土師器 甕 底部付近 ヘラ削り 底部30 良 5YR5/3
鈍い赤褐色

第95表  H3号住居址出土遺物観察表

H4号住居址

Ｆ
一

鋏

1層

5雇

6層

7雇

8層

9履

10層

全体層序 I鷹    2層  全体層序Ⅱ漏    3層  全体膚序Ⅱb層   4層  全体層序Ⅲ層

黒褐色土層  (10Y R 2/3) パミスを少量含む。10Y R 4/6(地山の細かい砂質土種)

粒子、プロツクを含み炭化物を微量に含む。

パミスを少量含む。10Y R 4/6(地山の細かい砂質土層)

粒子、プロツクを多量に含む。炭化物を微量に含む。

10Y R 4/6(地 Lhの細かい砂質土層)粒子、プロツクを

2層 より多量に含む。

粘質性あり。砂質。ロームを含む。

地山の粒子、細かい砂を主体とする。

10Y R 4/6(地出の細かい砂質土層)粒子、プロツクを

含む。炭化物を多量に含む。焼上を含む。床下の埋め土。

暗褐色土層  (10Y R 3/3)

暗褐色土層  (10Y R 3/4)

黒褐色土層  (10Y R 3/2)

暗褐色土層  (10Y R 3/3)

黒褐色土橿  (10Y R 2/3)

681.4∝h
9 (1:80)2響

①
型

調
査
区
域
外

第189図  H4号住居址実測図
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1

第190図  H4号 住居址出土遺物実測図

番号 器  種 器 形 L l{+cm 底径 cm 器高 cn 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 須恵器 蓋 輿織電フ各尺す高り
良好 N6/0

灰色

2 土師器 広口蓋 丸底 衡留疑ッタ争
部下半ヘラ削り 良好 N3/0

暗灰色

第96表  H4号住居址出土遺物観察表

H5号住居址 (奈良時代 )

くl    “

第191図  H5号 住居址実測図

｀
｀
｀

ヽ
、

、、___―
一―――」言:IIIIIII''タ

リ
ン

1層 全体層序la層

2層 全体層序Ⅱb層

3層 全体層序Ⅲ層

4層 黒褐色土層

5層  黒褐色土層

6層  暗褐色土層

7層 黒褐色土層

8層  黒褐色土層

9層  暗褐色土層

10層 暗褐色土層

(10Y R 2/2)

(10Y R 3/2)

(10Y R 3/3)

(10Y R 3/2)

(10Y R 3/2)

(10Y R 3/3)

(10Y R 3/4)

炭化粒子が微量に混入

する。

ロームプロックが混入

する。

炭化粒子、パミスが混

入する。

炭化粒子、ロームプロ

ックが混入する。

ローム粒子、ロームブ

ロックが混入する。床

下の埋め土。

ローム粒子を多量に含

む。床下の埋め土。

第 192図  H5号 住居址出土遺物実測図
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番号 器  種 器 形 口径 cn 底径 cm 器高 cm 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 杯 (6.8) 内面 黒色処理 良好 7.5YR7/3
鈍い橙色

2 須恵器 邦 (8.2) 内外面 ロクロナデ 良好 N5/0
灰色

3 上師器 高杯 脚部外面 ヘラ削り 脚部70 良好 5YR6/4
鈍い橙色

4 須恵器 士霊 (12.8) 口縁 15 良好 5PB7/1
明青灰色

第97表  H5号住居址出土遺物観察表

H6号住居址

調

査

調

査

区

域

区

域

外

夕ヽ

1層 全体層序Ⅱb層   2層  全体層序Ⅱd層   3層  全体層序Ⅲ層

4層  暗褐色土層  (10Y R 2/3) P13の機上10Y R 4/6の 地山の細かい砂層プロック、粒子を含む。

5層 黒褐色土層  (10Y R 2/3) 炭化物を微量に含む。10Y R 4/6の 地山の細かい砂層粒子を少量に含む。

6層  暗褐色土層  (10Y R 3/3) 炭化物少量含む。loY R 4/6(地 山の細かい砂層)粒子、プロツクを含む。

7層 暗褐色土層  (10Y R 3/4) 10Y R 4/6の 地山の細かい砂層、プロツクを多量に含む。

8層  暗褐色土層  (10Y R 3/3) 10Y R 4/6の 地山の細かい砂のプロックを多量に含む。

9層 褐色 土層  (10Y R 4/4)10Y R 4/6の 地山の細かい砂が主体。10Y R 2/3プロックが混在する。床下の埋め土。

第193図  H6号住居址実測図
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H7号住居址 (平安時代)

Ｂ

一　

　

　

　

　

Ｃ

一

第194図  H7号 住居址実測図
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1層 黒褐色土層

2層  黒褐色土層

3層 黒 色 土 層

4層  赤褐色土層

5層  暗褐色土層

6層  暗褐色土層

7層  黒褐色土層

8層  黒褐色土層

9層  黒褐色土層

10層 褐 色 土 層

H層  暗褐色土層

12層 黒褐色土層

13層 黒褐色土層

(loY R 2/′ 3)

(10Y R 2/3)

(10Y Rl.7/1)

(5YR4/6)
(10Y R 3/4)

(loY R 3/3)

(10Y R 3//2)

(10YR 3//4)

(loY R 2/3)

(10Y R 4/4)

(10Y R 3/3)

(10Y R 2//3)

(10Y R 3/2)

粒子細かい、炭化物を含む。パ ミスを少量含む。

炭化物、焼土を多量に含む。

炭化物層

焼土層

10Y R 4/6の 地山の細かい砂を多量に含む。焼土、炭化物を少量含む。

10Y R 4/6の 地山の細かい砂層プロック、粒子を多量に含む。

10Y R 4/6の 地山の粒子が細かい砂質ローム、パ ミスを少量含む。

10Y R 4/6の 地山の粒子が411か い砂質ロームを多量に含む。

loY R 4/6の 地山の細かい砂層粒子を少量含む。

10Y R 4/6の 地山の細かい砂層粒子が主体。

10Y R 4/6の 地山の細かい砂層粒子を多量に含む。

炭化物を含む。loY R 4/6の 地山の細かい砂質ローム粒子を含む。

10Y R 4/6の 地山の粒子細かい砂質ローム粒子を含む。

は6

檄

櫛

10

址出土遺物実測図 (1)第 195図  H
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第196図  H7号 住居址出土遺物実測図 (2)



第 197図  H7号 住居址出土遺物実測図

32

(3)

番号 器  種 器 形 trGcm 底径 cm 器高 cm 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 不 底部 回転糸切 リ ロクロナデ
内面 黒色処理

良好 5YR6/4
鈍い橙色

2 土師器 杯 13.2
僑薔量雹逸超リ 

ロクロナデ 良好 2.5YR5/4
鈍い赤褐色

3 土師器 杯 僑薔量雹逸超リ 
ロクロナデ 良好 7.5YR7/4

鈍い橙色

4 土師器 杯 (12.0) 底部 回転糸切り
ロクロナデ

良好 5YR5/8
明赤褐色

5 土師器 不 偏薔量雹盃超リ 
ロクロナデ 良好 5YR4/6

赤褐色

6 土師器 琢 (13.6) 僑語黛乙肥晶 
ロクロナデ 良好 5YR5/4

鈍い赤褐色

7 土師器 外 (16.8) 内面 黒色処理
ロクロナデ

良好 10YR5/4
鈍い赤褐色

8 土師器 杯 (13.8) 僑薔里雹魔超リ 
ロクロナデ 良好 7.5YR5/3

鈍い褐色

9 土師器 杯 (13.2) 底部 回転糸切リ ロクロナデ
内面 黒色処理

良好 5YR5/6
明赤褐色

上師器 杯 (13.2) 底部 回転糸切り
ロクロナデ

良好 5YR5/6
明赤褐色

11 土師器 杯 (13.0) ロクロナデ 良好 ん
色５ＹＲ５嚇土師器 杯 (13.4) (7.3) 唇ッ膀 切り 良好 5YR5/8

明赤褐色

土師器 杯 (13.8) 底部 回転糸切リ ロクロナデ
内面 黒色処理

良好 10YR6/4
鈍い黄橙色

土師器 杯 (13.2) 底部 回転糸切 リ ロクロナデ
内面 黒色処理

良好 5YR4/8
赤褐色

土師器 杯 (5.5)

儒薔里雹趨リ ロクロナデ 良好 5YR4/8
赤褐色

第98表  H7号 住居址出土遺物観察表 (1)
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番号 器  種 器 形 UiXcm 底径 cm 器高 cm 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

土師器 郊 僑響量雹魔担
リ ロクロナデ 良好 5YR4/4

鈍い赤褐色

土師器 碗 豊雪閻
°
■弩こ、デ 良好 5YR5/4

鈍い赤褐色

土師器 碗 書習訃
・
鮨 牟キ 良好 10YR7/3

鈍い黄橙色

土師器 碗 (12.3) 内面 黒色処理 ロクロナデ
高台張り付け

良好 5YR7/4
鈍い橙色

土師器 碗 響習滅腎梨隆醤 
ロクロナデ 良好 5YR7/4

鈍い橙色

土師器 碗 轡曹舗認課臀F・鑽 牟キ 良好 5YR6/4
鈍い橙色

土師器 碗 響習滅腎梨陶「  
ロクロナデ 良好 5YR6/4

鈍い橙色

土師器 碗 高台張り付け
ロクロナデ

良好 5YR7/6
橙色

土師器 皿 書習滅腎梨隆芦 
ロクロナデ 良好 7.5YR7/3

鈍い橙色

土師器 耳皿 内面 黒色処理 ロクロナデ
底部 ヘラ削り

良好 5B2/1
青黒色

土師器 耳皿 農覇展号鶴ザ 
ロクロナデ 良好 5B2/1

青黒色

須恵器 郊 底部 回転糸切り
ロクロナデ

良好 N6/0
灰色

火だすき

須恵器 杯 (14.0) ロクロナデ 良好 2.5YR5/2
暗灰黄色

須恵器 杯 (13.4) ロクロナデ 良好 2.5YR5/2
暗灰黄色

須恵器 高台付外 (11.3) ロクロナデ
高台張り付け

良好 ん
色

Ｎ５
灰

灰釉陶器 短頸壺 ロクロナデ 口縁 15 良好 10Y6/2
オリープ灰色

灰釉付着

須恵器 甕 ロクロナデ 底部25 良好 5BG2/1
青黒色

自然釉付
着

土師器 甕 底部100 良好 7.5YR5/4
鈍い褐色

第99表 H7号 住居址出土遺物観察表 (2)
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H8号住居址 (古墳 。奈良時代の土器が出土)

1層  全体層序Ea層

2層 全体層序Ⅱb層

3層 全体層序Ic層

4層  全体層序Ⅱd層

5層 全体層序Ⅲ層

6層 暗褐色土層

7層 暗掲色土層

8層 褐 色 土 層

(10Y R 3/4)

(10Y R 3/3)

(10Y R 4/6)

炭化物、パミスが混

入する。

ロームプロック、パ

ミスが混入する。

床下の埋め土。

Ｆ
一

図測実址居住号Ｈ

３

ａ

　

躙

第

第199図 H8号 住居址出土遺物実演1図

｀`ヽ、、、____――-1:」」ililil'リ
ン′

2

調
査
区
域
外

シ

豊 Q

番号 器  種 器 形 口径 cnl 底径 cm 器高 cm 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 不 (15,6) ロクロナデ
底部周縁ヘラ削り

良好 10YR7/4
鈍い黄橙色

2 土師器 杯 喬薔量を:逸 :量

り 底部50 良好 10YR5/6
黄褐色

3 土師器 高不 (13.0) 撃部
の一 良好 5YR6/4

鈍い橙色

第100表  H8号 住居址出土遺物観察表
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H9号住居址 (古墳時代)

第200図  H9号 住居址実測図

Ｆ
一

Ｂ
一

｀

:】
Σ l,Iマ

:(〔

:1/1

第201図  H9号 住居址出土遺物実測図

1層 全体覇序Ⅱ握

2層  全体層序Ⅱb層

3層  全体層序lc覇

4層  全体層序Ⅱd履

5層  全体層序 Ⅲ層

6層  黒褐色土層  (loY R 3/2)

7層  暗褐色土層  (loY R 3/4)

8層  黒褐色土層  (loY R 2/3)

9層 褐 色 土 層  (loY R 4/4)

10層  暗褐色土膚  (loY R 3/4)

H層 褐 色 土 屠  (loY R 4/4)

12層 褐 色 土 層  (loY R 4/6)

ゝヽ |

バミス、ローム粒子が

少量混入する。

パミス、ローム粒子が

多量に混入する。

ロームプロックが少量

混入する。

ロームプロックが多量

に混入する。

パミス、ロームが多量

に混入する。

ローム粒子、ロームブ

ロックカ多量に混入する。

黒色土 (10Y R 2/2)

プロックが多量に混入

する。床下の埋め土。

フ

【【
゛
　

寸

【ヽ

斜
〓
ヽ
心
ヽ
キ
』跡

調
査
区
域

‐
外

番号 器  種 器 形 口径 cm 底径 cm 器高 cm 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

l 土師器 高杯 脚靭食薔ミgすデ 良好 7.5YR7/4
鈍い橙色

2 土師器 杯 外面 ヘラ削り 良好 5YR5/6
明赤褐色

第 101表  H9号 住居址出土遺物観察表
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H10号住居址 (古墳 平安時代の土器が出土)

鷲
|

調
査
区
域
外

1層

2層

3層

4層 黒 褐 色 土 層

5層 黒 褐 色 土 層

6層 暗 褐 色 土 膚

7層  にぶい黄掲色土層

全体層序 Ⅱa層

全体層序 Ⅱb層

全体層序 Ⅱd層

(10Y R 2/3) 10Y R 4/6(地 山の細

かい砂層)プ ロック粒子 を多量に含む。

(10Y R 2/3)径 5mm以下のパ ミス lo

YR4/6(地 山の細かい砂層)プ ロック

粒子を多量に含む。

(10Y R 3/3) パ ミスを少量含む。 loY

R4/6(地 山の細かい砂層)プロックを

多量に含む。粒子は細かい。

(10Y R 4/3) loY R 4/6(地 山の細

かい砂層)を 主体として10Y R 2/3が 混

在する。径 5mm以下のパミスを少量含む。

床下の埋め土。

調
査
区
域
外

681.3∞m
9 (1:80)2興

第202図  H10号住居址実測図

1

第203図  H10号住居址出土遺物実測図

― 一
ヽ

「

二

`イ

`′

ン

′

2

番号 器  種 器 形 口径 cm 底径 cnl 器高 cm 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 須恵器 不 (12.8) ロクロナデ
底部 回転糸切り

良好 10YR6/3
鈍い黄橙色

土師器 高杯 外面 ナデ 良好 7.5YR7/6
橙色

第102表  H10号住居址出土遺物観察表
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HH号住居址 (平安時代)

鋏

2層 全体層序Ⅱb層    3層 全体層序Ⅱc層

5層 灰褐色土層 (7.5YR4/2) 6層 全体層序Ⅲ層

(10Y R 2/3)砂質・径2cm大の炭片を多量に含む。下部端に焼土プロックが散在する。

(10Y R 3/4) 砂質・10Y R 4/6を 南壁よりにプロック状に含む。径0.5～ lcm大 の炭片を多量に含む。

(10Y R 4/6)砂質・10Y R 3/4を プロック状に含む。

(7.5YR3/3)砂 質。

(7.5YR3/4)径 2～ 4mm大 の炭を多量に含む。

(7.5YR 2/3)砂 質。

(10Y R 3/4)砂質。

(10Y R 3/4)砂質。径2～ 4mm大の炭を少量含む。

(loY R 3/3)貼床層。径0.5～ l cm大 のプロック (10Y R 4/6)を 少量含む。

(10Y R 3/4)地山 (10Y R 4/6)を プロック状に多量に含む。径0.2～ 0.5mm大の炭を少量含む。

(10Y R 4/6・ 10Y R 4/4)の 混合土。10Y R 5/6を プロック状に多量に含む。

(10Y R 4/4) 10Y R 3/2を プロック状に含む。

681.3CXlm

O (1:80)2p

1層  全体層序 Ⅱa層

4層  全体層序 Ⅱd層

7層 黒 褐 色 土 層

8層 暗 褐 色 土 層

9層 褐 色 土 層

10層 暗 褐 色 土 層

H層 暗 褐 色 土 層

12層  極 暗褐色土層

13層 暗 褐 色 土 層

14層 暗 褐 色 土 層

15層 暗 褐 色 土 層

16層 暗 褐 色 土 層

17層 褐 色 土 層

18層 褐 色 土 層

第204図  Hll号住居址実測図
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第205図  HH号 住居址出土遺物実測図



第206図 Hll号住居址出土遺物実測図

番号 器  種 器 形 tr6cm 底径 cm 器高 cn 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 不 底部 ヘラ削リ ロクロナデ
内面 黒色処理

良好 5YR5/4
鈍い赤褐色

2 土師器 不 底部 ヘラ削 リ ロクロナデ 良好 5YR5/4
鈍い赤褐色

3 土師器 杯 底部 ヘラ削リ ロクロナデ
内面 ミガキ

良好 10YR5/2
灰黄褐色

4 土師器 琢 底部 ヘラ削り 内面 黒色処理
ロクロナデ

良好 10YR7/2
鈍い黄橙色

5 土師器 杯 底部 ヘラ肖1リ  ロクロナデ
内面 黒色処理

良好 7.5YR6/4
鈍い橙色

6 土師器 碗 底部 高台張 り付け痕 ロクロナデ
内面 黒色処理

良好 2.5YR5/4
鈍い赤褐色

7 土師器 碗 ６．６邸
4.2

杯部 官フ ■早拳
高台張 り付け痕 良好 10YR6/3

鈍い褐色

土師器 碗 ４．８卿
ロクロナデ 高台張り付け痕
内面 黒色処理

良好 75YR6/6
橙色

土師器 碗 ロクロナデ 高台張り付け
内面 黒色処理

良好 7.5YR6/4
鈍い橙色

上師器 碗 底部 I・Il転糸切り 高台張り付け痕
ロクロナデ

良好 7.5YR5/4
鈍い褐色

11 土師器 碗
底轟憔 切 り 高台張 り付け痕

良好 7.5YR6/4
鈍い橙色

須恵器 杯 (12.3) ロクロナデ
底部 回転糸切り

良好 10YR5/1
褐灰色

須恵器 沐 ロクロナデ 良好 5YR6/6
橙色

須恵器 杯 底部 回転糸切 リ ロクロナデ 良好 10YR6/1
褐灰色

灰/111陶 器 碗 ロクロナデ 良好 7.5YR6/1
灰色

灰釉付着

灰rll陶器 Illl ロクロナデ
底部 高台張り付け

良好 7.5鵬 灰釉付着

土師器 甕 (19.2) 口縁 横ナデ 口縁25 良好 5YR5/4
鈍い赤褐色

土師器 甕 (19.3) 民裾貸すヂデ 面
ヘラ削り 口縁25 良好 5YR4/6

赤褐色

須恵器 甕 ロクロナデ 甲動の 良好 10YR4/2
灰赤色 暑然flll付

土師器 碗 底部 回転糸切 り 底部 100 良好 7.5YR6/4
鈍い橙色

土師器 底部 ヘラ削 り 良好 5YR6/6
橙色

第 103表  HH号住居址出土遺物観察表
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H12号住居址 (古墳時代)

B       B'

M
Ｃ
一

Ｃ
一

1層 全体層序Ⅱ」騒   2種  全体覇序Ⅱb層    3層  灰褐色土櫂  (75Y R 4/2)水 田の畦畔

4艤 全体層序Ⅱc層    5層  全体機序Ⅱd躍   6層  全体層序Ⅲ層

7層  黒 褐 色 土 層  (10Y R 3/4)

8層  黒 褐 色 土 層  (loY R 2/3)

9層  褐 色 土 層  (10Y R 4/6)

10層  黒 褐 色 土 層  (:oY R2/3) 灰 (10Y R 6/3) 黄褐色土 (10Y R 5/6)を プロック状に含む。

H層 暗 褐 色 土 層 (10Y R 3/4)

12層  暗 褐 色 土 層  (loY R 3/4) ローム粒子・炭化物少量混入する。

13層  黒 褐 色 土 層  (loY R 2/3) ロームプロックが多量に混入する。

14層  暗 褐 色 土 層  (10Y R 3/4)

15層  暗 褐 色 土 層  (10Y R 3/3)灰・黒褐色土 (10Y R 2/2)黄褐色土 (loY R 5/6)を プロック状に含む。床下の埋め土。

16層  黒 褐 色 土 層  (loY R 2/2) 黄褐色土 (10Y R 5/6)プ ロックを多量に合む。粘質あり。床下の埋め土。

第207図  H12号住居址実測図

2

第208図 H12号住居址

調
査
区
域
外

出土遺物実測図
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番号 器  種 器 形 口径 cm 底径cm 器高 cm 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 琢 (13.7) 丸底 底部 ヘラ削り 口縁 ナデ
内面 黒色処理・ ミガキ

良好 2.5YR3/2
黒褐色

2 土師器 塔 (12.2) 底部 ヘラ削り 口縁 ナデ 良好 5YR7/6
橙色

3 土師器 高杯 良好 7.5YR7/4
鈍い橙色

4 土師器 甕 外面 ヘラ削り
内面 ヘラナデ

底部 100 良好 7.5YR6/4
鈍い橙色

第104表 H12号住居址出土遺物観察表

第13号住居址 (平安時代)

Ｃ
一

Ｃ
一

Ｄ
一

Ｄ
一

Ｆ
一

Ｂ
一

1層 全体層序 Ⅱa層

2層 全体層序 Ⅱb履

3層  全体層序 Ⅱc層

4層  全体層序 Ⅱd層

5層 全体層序 Ⅲ橿

6禰 黒 褐 色 土 層

7層 櫂暗 ttS色 上層

8展 暗 褐 色 土 層

9層 黒 褐 色 土 層

10層 黒 掲 色 土 櫂

(7.5YR3/2)

(7.5YR2//3)

(7.5YR3/4)

(10Y R 3//2)

(10Y R 3/2)

径0.5cm大 の炭・0.5～ lcm大の明褐色土プロックを少量含む。

径0.5cm大 の炭・0.5～ lcm大の明褐色土プロックを多置に含む。

粒子細かい砂質土層。地山の粒子細かい褐色砂質土プロックを多量 炭を少量含む。

黄褐色の砂質土地山プロックを多置に含む。床下の埋め土。

第209図  H13号住居址実測図
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（⑫
第210図  H13号住居址出土遺物実測図

番号 器  種 器 形 nAcm 底径 cm 器高 cn 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 不 底部 ヘラ削リ ロクロナデ
内面 黒色処理

良好 5YR7/3
鈍い橙色

2 土師器 不 7)
理け脚

ク
面

口
｛
ｎ

良好 5YR5/6
明赤褐色

3 土師器 不 ロクロナデ
内面 黒色処理

良好 5YR4/6
赤褐色

4 ±8T器 碗 底部 回転糸切り。高台張り付け 良好 7.5YR8/4
浅黄橙色

土師器 高外 脚部50 良好 10YR6/3
鈍い黄橙色

土師器 甕 (19.6) 昇醤民ヲ翫τ
口縁25 良好

螂嚇
第105表  H13号住居址出土遺物観察表
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H14号住居址 (平安時代)

Ｆ
一

Ｆ
一

Ｅ
一

一

一

‐２ ‐‐

蒻

Ｆ
一

赳夕蝠
黒褐色土層  (10Y R 3/2) パミス、黒褐色土

(10Y R 2/2)プ ロックを少量含む。地山の細かい砂層

(10Y R 4/6)粒 子プロックを含む。

暗褐色上層  (loY R 3/3) 地山の細かい砂層

(10Y R 4/6)粒 子・プロックを多量に含む。

黒褐色土層  (10Y R 2/3) 炭化物を多量に含む。

焼土、地山の細かい砂層 (10Y R 4/6)粒 子を含む。

黒褐色土層  (loY R 2/3)柱 痕。地ltの 粒子

(10Y R 4/6)を 含む。Xi7子細かい砂層

暗褐色土層  (loY R 3/4) 地曲砂質土 (:OYR4/6)
プロック状に少量含む。

暗褐色土層  (10Y R 3/4) 焼上、暗掲色土 (7.5Y R3/4)の プロックを少量、地山の褐色土 (10Y R 4/6)を 多量に含む。

暗褐色土層  (10Y R 3/4) 暗褐色土 (10Y R 3/3)の プロックを含む。

暗褐色土層  (10Y R 3/4) 地山の黄褐色土 (10Y R 5/6)の プロックを含む。

黒掲色土層  (loY R 2/3) パミス、地山 (10Y R 4/6)の 細かい砂層粒子を少量含む。

黒褐色土層  (loY R 3/2) 地山 (10Y R 4/6)の 細かい砂層粒子を多量に含む。

黒褐色土層  (loY R 2/3) 地山 (10Y R 4/6)の プロックを少量含む。砂質土。

褐 色 土 層  (loY R 4/6) 暗褐色土 (10Y R 3/4)、 地山 (10Y R 6/5)の プロックを多量に含む。砂質土。

黒褐色土層  (loY R 2/3) 炭、焼上、地山 (10Y R 4/6)を 含む。

褐 色 上 層  (loY R 4/4)黒 褐色土 (10Y R 2/3)、 暗褐色土 (10Y R 3/4)を プロック状に含む。炭を少量含む。床下の埋

め土。

680.2CXlm

O (1:80)2p

l層

2層

3層

4層

5層

6履

7層

8層

9層

10層

H層

12種

13層

14層

第211図  H14号住居址実測図
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第212図  H14号住居址出土遺物実測図

くミミミ三

R〔
::i::[::」 」::::::::::言

[ヨ

:i´

番号 器  種 器 形 L l (4cm 底径 cm 器高 cm 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 碗 響雪訃
良好 5YR7/4

鈍い橙色

須恵器 高台付郊 底部 回転糸切 り
高台張り付け

良好 5BG4/1
暗青灰色

灰釉陶器 皿 高台張り付け 良好 10YR7/1
灰城色

灰釉付着

須恵器 甕 底部 ヘラ調整 底部40 良好 10YR6/1
灰色

第106表  H14号住居址出土遺物観察表
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調査区域外

H16号住居址 (古墳時代)

第213図  H15号住居址実測図

1層 極暗褐色土層  (7.5YR 2/3)

褐色土 (loY R 4/6)プ ロック・径 1～ 2mm大の

炭を少量含む。

褐 色 土 層 (75YR 4/4)

黄 褐 色 土 層  (7.5YR 4/4)

褐色土 (loY R 4/4)プ ロックを多量に含む。

4層 褐 色 土 層  (7.5YR4/4)

床下の埋め土。褐色土 (loY R 4/6)プロック、

径 1～ 2mm大の炭を少量含む。

職
|

層

　

　

層

第214図  H15号住居址出土遺物実測図

く
|

番号 器  種 器 径 tr6cru 底径 cm 器高 cm 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 杯 丸底 口縁 ナデ
底部 ヘラ削り

良好 10YR6/4
鈍い黄橙色

土師器 甕 丸底 底部 100 良好 10YR6/6
明黄褐色

第 107表  H15号住居址出土遺物観察表
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査区域外

H16号住居址 (平安時代)

1層 全体層序Ⅱ漏  第215図  H16号住居址出土遺物実測図
2層 全体艤序Ⅱb層

3層  全体層序Ic層

4層  全体層序Id層

5層 全体層序皿層

6層  暗 褐 色 土 層 (7.5Y R3/3) 径0.5～ lcm大の炭を少量含む。

7層 暗 褐 色 土 層 (7.5YR3/3) 地山 (7.5YR 5/6)の プロックを少量含む。

8層  暗 褐 色 土 層 (7.5YR3/3) 地山 (7.5YR5/6)の プロックを多置に含む。

床下の埋め上。

9層  褐 色 土 層 (7.5YR4/3) 暗褐色土 (7.5YR3/3)の プロックを多置に含

む。床下の埋め土。

第21 6図 H16号住居址実測図

Ｑ
７
／
Ｈ

第108表  H16号住居址出土遺物観察表

H17号住居址 (平安時代 )

第217図  H17号住居址実測図

ヽ

＼  :
第218図  H17号住居址出土遺物実測図

番号 器  種 器 形 U{Acn 底径 cn 器高 cm 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 須恵器 杯 (17.0) (9.0) ロクロナデ
底部 回転糸切り

良好 5YR6/1
灰色

番号 器  種 器 形 EGcm 底径 cln 器高cm 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 須恵器 杯 ロクロナデ
底部 回転糸切り

良好 5Y6/2
灰オリープ色

須恵器 高台付杯 高台張り付け 良好 10Y4/1
灰色

土師器 甕 底部 80 良 5鶏
雹

第109表  H17号住居址出土遺物観察表
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H18号住居址

第219図  H18号住居址実測図

1層 暗褐色土層  (7.5YR3/3) 地山のプロックを少量含む。

だ
一

Ａ
一

調査区域外

lNIQ 形 態
規  模

東西×南北×深さ
(m)

かまど 時間 柱穴 張り床
堀 方
(cnl)

略 説

Hl (方形 )
3.9× (2.16)× 0.44

(調査規模)
平安 2 ○ 6.0-30 馨[業書秦響藩公表冒嘗写軍暴琴篇曇書靭秀替F票雪管理

H2 4.72× (1.85)× 0.31
(調杏規模 )

平安 8.0-28 倍震域螺轟:許緊得鼻報記f霧慇Л醜繁儀f｀

H3 4.8× (1.80)× 0.50

(調査規模)
醐∝轄

3 8.8内 外 粟晟鶴躙 爵鯵駆 t零瞥麗醤L
H4 (方形)

(1.24)× (2.08)× 0.31

(調査規模)
古墳 4 7.0内 外

外。輸
住
上
置 雉儡寝ま鶴ゝ 晉多

H5 (方形)
(1,76)× (1,76)XO.4〔

(調査規模)
奈良 18^‐ 25 黛涙警塩夢歯隋 穫讐

=来
翁炉堀割ま業機軍ぶ羞上

H6 (方形 )
(4.8)× (2.2)× 0.40

(調査規模)
2 8.0^‐ 20

[「1季番震昼曇奮夏オ需F魔募I鍵曇曇替耀F集曇墾霞
H7 方形 5。 96× 5.72× 0.23 北壁

中央
平安 5 10^‐ 25

[[曇峯』糀          :農健晏曇弱
H8 (方形)

(2,0)× (3.95)× 25

(調査規模)
継∝荘

1 12-35 紫貯鰐爾慕罪鸞飩握務続鍵嘆F

H9 (2.0)× (4.8)× 0.25

(調査規模)
古墳 20内 外 霧信り嚢ま優曇了憂栄翁∫漁勇|ま纏畠辱響え計桑缶基銭|き

H10 (0,40)× (4.03)× 0.3(

(調査規模)

構
∝鞍

5-25
[[募讚ポ爾舅 鰹「餘遍電倉

Hll (方形)
(4,96)× 5.56× 0.42

(調査規模)
平安 3 ○ 20-50 予粉赳珈蝠盪 [;鶴査

H12 (2.08)× (2.72)× 0,2`

(調査規模)
古墳 4 20内 外

ほ
め
域

は
認
金

壁
個

向

０集

る
が

。

れ
卜
た

切
ピ
で

に
純
認

１１
単
確

Ｈ
は
は

は
卜
方

南

ツ
堀

Ｌ

ｏ

外

購

魃
西‥婚
址
直
た

た

居
垂
れ
わ

住
ぼ
ら

に

H13 (4.64)× (2.16)× 23

(調査規模)
平安 3 30内 外 墨曇讐ζ:]曇量1参鳥ξ星屋』量∬れ彊ほ票晶「颯募僧

H14 方形 4.52× 5.24× 22 北壁の
東より 平安 8 5.0^‐ 35

[曇菫:lililiI],i有罰脅E″8:lξ
堡露雷L

H15 (方形)
3.40× 4.4× 0.08

(調査規模)
古墳 5 5,0-15 曇[借曇Iよ番労豊壼ま参考鮒ilあ員#8竃憾乗覗F轟

H16 (方形)
(1.92)× (0,72)× 25

(調査規模)
平安 5.0^‐ 18 儀『 指井晟躍茶換斜野敏響廼搬lRtち掘ち亀懲驚電F不

H17 (方形)
(0.96)× (0.48)× 15

(調査規模)
平安 警唇雑書なふ雪梨瞬。現み具員摺

られる。ピット、床面、か

H18 (方形)
(1.52)× (1.90)× 20

(調査規模)
籍層蜘雪」

ま習ヂ殴旬、ご響盤詈宗鶴:‰努憲l『れる。床は

第HO表  中西ノ久保遺跡 I 住居址観察表
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ま と め

中西ノ久保遺跡Ⅱは湯川の右岸段丘面上に位置し、湯川との比高差は12mを測る。調査区の周

辺は本文中にも明記した通り、遺跡の密集地として知られ、一段上面の台地上には北西の久保遺

跡、西一本柳遺跡、東一本柳遺跡等が所在し弥生時代中期から平安時代の遺構 。遺物が発見され

ている。また、中西ノ久保遺跡Ⅱ以前に行われた中西ノ久保遺跡 I(第 V章掲載)の調査におい

ても多数の遺構 。遺物が認められ、その時期は古墳時代から平安時代のものが中心となっている。

今回調査対象となった中西ノ久保遺跡Ⅱにおける検出住居址の時期は、その出土遺物から時代

分けすると6c代はH26、 31、 32、 33、 41が あげられ、H32が中頃、その他は6c後半と考えら

れるが、H33に は混入か、 5c代の遺物も認められた。 7c代にはH19、 27、 30、 38、 39、 42、

47があげられ、H38、 47は 中頃、H30、 39、 42は後半、H19、 27は末～8c初頭に入るものと考

えられる。 8c代には初頭以降、H20、 21、 22、 34、 36、 37、 43、 44、 45、 46が あげられ、H21、

22、 43、 が前半、H20、 37が中頃、H44、 45、 46が後半～ 9c初頭、H34、 36が末～ 9c初頭と

考えられる。 9c代初頭以降にはH18、 H35があげられH18が 9c中～後半、H35が 9c末～10

cと考えられる。

以上の結果から、中西ノ久保遺跡Ⅱでは6c～ 10c前半の古墳時代から平安時代の遺構が認め

られ、この中でも8c前後の遺構が多いように感じられた。これは中西ノ久保遺跡 Iと 同様の状

況である。遺物的には弥生時代後期から平安時代に至る土器等の出土が認められるが、今回の調

査からは、上段の遺跡群に多数認められる弥生時代の遺構の存在は確認できなかった。周辺地域

の状況を考えると、今後、同一段丘面上に弥生持代の遺構が確認される可能性も考えられる。し

かし、中西ノ久保遺跡の所在する段丘面上は一段上面の台地に比べ弥生時代の比率が非常に少な

いように感じられる。

仲圏遺跡は湯川の左岸段丘面上の湯川との比高差 6mの低地帯に位置する。このため以前は遺

構の存在が不鮮明な地域であった。しかし、試掘調査を行った結果、古墳時代から平安時代に至

る住居址の存在が多数認められたため調査を開始した。

今回調査対象となった仲田遺跡における検出住居址の時期は、その出土遺物から時代分けする

と5c代はH6、 13、 16、 28があげられ、H6、 16が後半、H28は 5c後半～ 6c代と考えられ

る。 6c代は初頭以降H8、 27、 29があげられ、H29は 6c前半～中頃、H27は 6c中頃～後半、

H8は 6c後半と考えられる。 7c代はH12、 21があげられ、H21が 7c中頃、H12が 7c末～

8c初頭と考えられる。 8c代 には初頭以降、H4、 14、 18、 19、 20、 22、 24、 25、 26があげら

れ、H25が前半、H4、 14、 18、 19、 20、 24、 26が中頃、H22が末～ 9c初頭と考えられる。 9
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c代は初頭以降、Hl、  2、 3、 9、 15、 17、 23、 30が あげられ、H2、 3、 9、 23、 30が前半、

H17が中頃、Hlが後半、H15が後半～10c初頭と考えられる。

以上から、仲田遺跡において、現時点では 5c後半から10c初頭に至る住居址が存在しており

8、 9c代の比率が高いように感じられた。これは湯川の対岸に位置する中西ノ久保遺跡の結果

と近いものであった。遺物は弥生時代から平安時代に至る土器 。金属製品 。石器等の出土が認め

られた。これらの中には非常に興味を引くものが出土しており、特筆すべき遺物として、県内で

は初めてと思われる白銅鏡 (H15号出土)、 「一―寺」の墨書を持つ須恵器の杯 (Hl号出土)、

佐久市で初めての弥生時代前期の壺 (D6号出土)を あげることができる。

寺畑遺跡は湯川の左岸に形成された段丘面上に位置し、今回調査を行った仲田遺跡南倶1の一段

上面の台地上にあたる。本遺跡は平成 7年道路建設工事に伴い、調査区の南側が調査され、佐久

市では最古とされる縄文時代草創期の爪形文土器が出土している。調査は、縄文草創期の遺構確

認を一つの目的としていたが、今回の調査からも草創期の遺構は認められなかった。しかし新た

に爪形文土器が19片 出土した。また本遺llVIか らは他に平安時代の住居址 1、 竪穴状遺構 2、 溝、

土坑が確認された。

考 察  一 仲田遺跡出土八花鏡 。墨書土器を中心に一

本遺跡出上の遺物中には、いくつか興味深いものが含まれている。特に、H15号住居址 (9c

後半)出土の自銅鏡 (花井双蝶八花鏡)はもっとも注目すべき遺物である。鏡は、直径7,6cmと 小

型で、外区には八つの瑞雲、内区には蝶、花井がそれぞれ一対、鉦を取り囲むように配置されて

いる。地は無地である。 (花井双蝶八花鏡の地には無地 。霞地の 2種が発見されている)鋳造年

代は奈良時代とされ、主に畿内以東に10点内外の存在が確認されている。出土地は、畿内周辺で

は二重県鳥羽市 。奈良県奈良市 。滋賀県大津市、関東 0東海は茨城県 0静岡県、最北は東北の秋

田県秋田市があげられる。そしてこれらの鏡は、神社の伝世鏡あるいは寺院関係から出土したも

のが多数を占めていることから「花井双蝶八花鏡」は寺院的要素の強い鏡とされている。催 1)

今回、仲田遺跡で出上した鏡は、平安時代の、一般的な住居址から出土しているが、鏡の他にも

見慣れない暗文を施した土師器椀、灰釉陶器など装飾性の強い特徴的な土器も認められた。何か

特Ellな理由でもあるのだろうか:今後の課題の一つとなっている。

つぎにHl号住居址 (9c後半)出土の須恵器だが、土器自体は平安時代よく使用されている

須恵器の杯である。しかし、この杯の表面には「一一寺」と興味深い文字が墨で記されていた。

漢字 3文字が認められるが、頭 2文字についてはわずかながらその字体が認められるものの、現
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在確実性がないため 「一一寺」としている。おそらく寺院名が記されていたのではないだろうか。

ここで佐久における古代寺院についてみると、文献には 「日本三代実録」貞観八年二月二日の

条に「信濃国伊奈郡寂光寺、筑摩郡錦織寺、更級郡案養寺、埴科郡屋代寺、佐久郡妙楽寺を定額

寺に列する」と記されている。これをみると9C後葉、佐久郡内に妙楽寺と称する寺院の存在が

見受けられる。また、遺物的には、佐久市の行った分布調査によって、長土呂地積の西北付近一

帯か ら古瓦 (布 目瓦)の破片が発見されている。餞 2)さ らにこの地域に所在した工場敷地内か

ら川原寺式に酷似する「復弁八葉蓮華文鐙瓦 (軒丸瓦)」 が工場造成に伴う残土内から採取され

ている。は 3)現在、佐久市出土の鐙瓦 (軒丸瓦)は この 1点 と考察するにはあまりにも少ない

資料ではあるが、佐久平周辺に於いて古代寺院を考える上で貴重な資料の 1つ になったことはFHl

違いないであろう。

このように佐久平付近における古代寺院の存在を裏づける資料は僅かながら認められるが、現

在その正確な位置、働1藍配置等はつかめていない状態である。

今回出土 した鏡、墨書土器は、寺院の存在を考えるには乏しいかもしれないが、同一遺跡か ら、

寺院的要素の強い「鏡」の出上、寺名と思われる墨書を持つ土器の出土が、 9c後半～10c初頭

の住居址か ら出土していることを考えると、この時代、仲田遺跡付近に存在す ら忘れられた寺院

的建物が存在 していた可能性が推察できる。またこの遺物の出土した住居址の時期は、先に述べ

た妙楽寺が文献上に現れる時期とほぼ同一時期であることは注目される。しかし、寺名と思われ

る墨書の頭 2文字は報告では「一一」としているが、漢字の字体がわずかに認められ、「妙楽」と

は読みがたい。このことか ら、寺院の名称変更がない限り佐久平には定額寺に指定された妙楽寺

とは別の寺院が存在 していたとも考えられる。また仲田遺跡の所在する一段上面にあたる台地は

字名を「寺畑」と称 し、付近に供養塚 0十二方といった寺域を思わせる字名が多いことは興味深

い。参考までに付近の地積図を載せておく。

今回は、住居址出上の遺物か ら、寺院存在の可能性を示したにすぎず、寺院址によく認められ

る古瓦の散布、礎石、基壇等は付近の調査からも確認されていない。このため、これらはあくま

でも筆者の奇抜な推察と考えてもらいたい。・

(注 1)片山 昭悟 奈良時代の鏡 千三百年前にあこがれた文様 1994

片山 昭悟 奈良時代の鏡研究

―兵庫県粟群山崎町金谷出土 瑞雲双鰈八花鏡のルーツをもとめて- 1996

(注 2)佐久市志刊行会   佐久市志 歴史編 (一)原始 。古代

(注 3)宇賀神 誠司  佐久考古通信 N0 61

一佐久市長土呂出上の軒丸瓦―佐久地方における寺院の草創一

-216-



第220図 仲田遺跡周辺地積図
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